
2013. №94



（２）

行
特
別
職

　
　
　
　

市
長

　
　
　
　
　

牧
野　

勇
司

　
　
　
　

副
市
長

　
　
　
　
　

相
山　

佳
則

　
　
　
　

教
育
長

　
　
　
　
　

安
川
登
志
男

総
務
部(

28
名)

　
　
　
　

部
長

　
　
　
　
　

鈴
木　

久
典

　

次　

長　

沼
田　

浩
光

●
企
画
課

　

課　

長　

中
峰　

寿
彰

　

主　

幹　

佐
藤　

義
弘

　

主　

査　

佐
藤　

寛
之

　

〃(

道
派
遣)

吉
田
三
奈
子

　

主　

事　

尾
形　
　

要

　

主　

事　

小
山　
　

光

☆
総
合
計
画
・
企
業
誘
致
・

広
域
行
政
・
開
発
行
為
の
規

制
・
陳
情
・
地
方
バ
ス
路
線
・

国
際
交
流
・
統
計
・
男
女
共

同
参
画
社
会
・
生
涯
学
習

●
秘
書
広
報
課

　

課　

長　

田
中　

寿
幸

　

主　

幹　

東
川　

晃
宏

　

主　

査　

大
橋  

雅
民

　

主
任
主
事　

萩
田　

貴
彦

　

主　

事　

土
屋  

静
香

☆
秘
書
・
広
報
・
広
聴
・

市
勢
要
覧

●
総
務
課

　

課
長
(兼)　

沼
田　

浩
光

　

主　

幹　

青
木　

伸
裕

　

主　

査　

玉
田　
　

悟

　
　

〃　
　

半
澤　

浩
章

　
　

〃
(併)　

水
留　

啓
諭

　

主
任
主
事  

森
越　

直
樹

　
　

〃　
　

徳
竹　

和
美

　

主　

事　

岡
村　

慎
哉

　

主　

事  

粕
谷　

幸
広

　
　

〃　
　

三
谷　

庸
介

☆
庶
務
・
人
事
・
給
与
・
情

報
処
理
・
防
災
対
策
・
庁
舎

管
理
・
車
両
管
理
・
テ
レ
ビ

難
視
聴
地
区
対
策

●
財
政
課

　

課　

長　

中
舘　

圭
司

　

主　

幹　

丸　
　

徹
也

　

主　

査　

佐
藤　

祐
希

　

主
任
主
事　

千
葉  

　

玲

　

主　

事  

佐
々
木
琢
摩

　
　

〃　

  

菅
原　

聖
弘

☆
財
政
・
入
札
・
財
産
管
理

●
市
史
編
さ
ん
室

　

室
長
(兼)　

沼
田　

浩
光

　

参　

事　

鴻
野　

弘
志

　
　

〃
(併)　

水
田　

一
彦

市
民
部(
48
名)

　
　
　
　

部
長

　
　
　
　
　

大
崎　

良
夫

　

次　

長　

法
邑　

和
浩

●
市
民
課

　

課　

長　

佐
々
木
幸
美

　

主　

幹　

寺
田
さ
と
み

　
　

〃
(併)　

清
水　

孝
幸

　

主　

査　

岡
田　

詔
彦

　
　

〃　
　

坂
本　

洋
紅

　
　

〃　
　

池
田　
　

大

　

主
任
主
事
(併)　

木
島　

啓

　
　

〃　

(併)　

浅
見
倫
江

　

主　

事  

小
林
可
奈
子

　

主　

事　

深
尾　

英
司

　

主　

事　

森
岡　

史
浩

　
　

〃　

  

片
岡
つ
か
さ

　
　

〃　

  

阿
達　

昂
希

　
　

〃　
　

小
田　

翔
平

　
　

〃
(併)　

柴
山　

智
衣

　

事
務
員　

松
田
今
日
子

　
　

〃　
　

佐
々
木　

唯

　
　

〃　

  

中
島　

美
咲

　

事
務
補　

皆
川　
　

遵

　
　

〃　
　

尾
形　
　

響

☆
戸
籍
・
住
民
登
録
・
諸
証
明
・

国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険
・

老
人
・
乳
幼
児
な
ど
各
種
医

療
給
付
・
後
期
高
齢
者
医
療

●
環
境
生
活
課

　

課　

長　

千
葉　

靖
紀

　

参　

事　

原
田　

政
広

　

主　

幹　

北
村　

則
彦

　
　

〃　
　

遠
藤　

陽
子

　

主　

査　

安
達　

顕
智

　
　

〃　
　

市
橋　

信
明

　
　

〃　
　

竹
中　
　

満

　

主
任
主
事　

植
松　

貴
徳

　

主
任
技
師　

濱
上　

将
生

　

事
務
員　

中
瀨　

祐
介

　
　

〃　
　

佐
々
木
大
輔

　

事
務
補　

加
藤　

真
衣

☆
自
治
会
・
市
民
相
談
・
消
費

生
活
・
防
犯
・
自
衛
隊
・
交
通

安
全
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
犬
の
登

録
・
墓
地
・
墓
園
・
公
害
対
策

●
税
務
課

　

課
長
(兼)　

法
邑　

和
浩

　

主　

幹　

穴
田　

義
文

　

主　

査　

増
田　

晶
彦

　
　

〃　
　

森
田　

智
子

　

主
任
主
事　

古
川
さ
お
り

　
　

〃　

  

佐
野　

貴
敬

　
　

〃　

  

木
村　

哲
晃

　

主　

事　

大
岡　

健
太

　
　

〃　

  

成
田　

慎
哉

　
　

〃　

  

谷
口　

和
秀

　
　

〃　
　

斉
藤　

貴
郁

　
　

〃　
　

村
上　

慎
吾

　
　

〃　
　

吉
田　

尚
也

　

事
務
員　

鯖
戸　

皓
水

　
　

〃　
　

佐
藤
わ
か
な

　

事
務
補　

澤
田　

幸
紘

☆
市
民
税
・
固
定
資
産
税
・

税
関
係
証
明
・
納
税

●
上
士
別
出
張
所

　

所　

長　

平
岡　
　

均

　

主
幹
(併)　

寺
田　

和
寛

●
多
寄
出
張
所

　

所　

長　

遠
藤　

桂
子

　

主
幹
(併)　

大
留　

義
幸

●
温
根
別
出
張
所

　

所　

長　

吉
川　

秀
春

　

主
幹
(併)　

輿
水　

賢
治

保
健
福
祉
部(

96
名)

　
　
　
　

部
長

　
　
　
　
　

池
田　

文
紀

　

次　

長　

川
村　

慶
輔

　

こ
ど
も
・
子
育
て
応
援

　

室
長　
　

大
西
紀
代
美

●
こ
ど
も
・
子
育
て
応
援
室

　

参　

事　

佐
藤　

洋
子

　

参　

事　

藤
森　

裕
悦

　

主　

幹　

四
ッ
辻
秀
和

　
　

〃　
　

東
川　

由
美

　
　

〃　
　

奥
山
恵
美
子

　
　

〃　
　

石
川　

一
恵

　

主　

査　

藪
中　

洋
行

　
　

〃　
　

滝
上　

聡
典

　

主　

事　

竹
下　

祐
輔

　

事
務
員　

岡
林
さ
お
り

▼
福
祉
会
館
長
(兼)　

　
　
　
　

四
ッ
辻　

秀
和

▼
あ
け
ぼ
の
子
ど
も
セ
ン

　

タ
ー
長
(兼)
四
ッ
辻
秀
和

▼
あ
い
の
実
保
育
園

　

所　

長　

東
川　

由
美

　

副
所
長　

淀
谷　

絵
美

　

主
任
技
師　

水
村　

弥
生

　
　

〃　
　

山
田
い
づ
み

　

技　

師　

尾
形　

由
香

　
　

〃　
　

菅
原　

雄
太

　

保
育
士　

真
田　

明
奈

　
　

〃　
　

山
村　
　

萌

　
　

〃　
　

喜
多　
　

悠

　
　

〃　
　

金
子　

大
和

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

所　

長　

佐
藤　

洋
子

▼
北
星
保
育
園

　

所　

長　

奥
山
恵
美
子

　

副
所
長　

前
澤
亜
由
美

　

主
任
技
師　

内
田
由
香
里

　
　

〃　
　

中　

あ
か
り

　
　

〃　
　

粥
川　

那
美

　

技　

師　

城
守　

勇
希

　

保
育
士　

山
根　

紗
苗

　

保
育
士　

氏
家　

早
織

　
　

〃　
　

菅
野　

亜
実

▼
あ
さ
ひ
保
育
園

　

所　

長　

佐
藤　

聖
子

　

主
任
技
師　

宮
田　

ミ
カ

　
　

〃　
　

佐
々
木
順
一

　

技　

師　

佐
藤　

理
子

　
　

〃　
　

村
上　

真
也

▼
の
ぞ
み
園

　

所　

長　

石
川　

一
恵

　

主
任
技
師  

猪
瀬　

幸
江

　

技　

師　

前
田　

靖
彰

☆
母
子
・
児
童
相
談
・
児

童
扶
養
手
当
・
児
童
手
当

●
介
護
保
険
課

　

課　

長　

得
字　

繁
美

　

主　

幹  

青
木　

秀
敏

　

主　

査  

阿
部　
　

淳

　

主
任
主
事　

錦
田　

正
博

　
　

〃　
　

佐
野　

織
枝

　

主　

事　

阿
部　

友
佳

　
　

〃　
　

髙
橋　
　

圭

　
　

〃　

  

乗
松　
　

誠

☆
介
護
保
険
・
高
齢
者
福
祉

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

所　

長　

米
谷　

祐
子

　

主　

幹　

平
岡　

恵
子

　
　

〃　

  

松
ケ
平
久
美
子

　

主
任
技
師　

東
海
林
優
子

　
　

〃　
　

畑　
　

香
代

　
　

〃　
　

氏
家　

崇
志

　

技　

師　

村
上　

温
美

☆
高
齢
者
総
合
相
談
・
居

宅
介
護
支
援

組

政

織

　

市
で
は
、
市
民
の
暮
ら
し
に
関
係
す
る

事
柄
の
処
理
や
法
律
の
定
め
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
部
署
や
組
織
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
市
の
行
政
組
織
に
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
組
織
の
名
称
や

職
名
、
職
員
氏
名
、
主
な
業
務
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

（
６
月
１
日
現
在
）

《凡例》　 （兼）→「兼務」　、 （併）→「併任」　、 （道派遣）→北海道からの派遣職員、 （市派遣）→士別市からの派遣職員
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●
福
祉
課

　

課
長
(兼)　

川
村　

慶
輔

　

主　

幹　

川
原　

広
幸

　
　

〃　
　

古
川　
　

優

　

主　

査　

佐
藤　

千
緒

　

主　

事　

橋
本　

麻
理

　
　

〃　
　

川
村　

貴
司

　
　

〃　

  

魚
津  

智
孝

　
　

〃　
　

佐
藤
沙
緒
里

　
　

〃　
　

植
田  

祐
樹

☆
障
害
者
福
祉
・
生
活
保

護
・
戦
没
者
援
護
・
軍
人

恩
給
・
民
生
委
員

●
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

所　

長　

高
木　

健
史

　

参　

事　

石
川
美
由
紀

　

主　

幹　

政
田　

祐
子

　

主　

査　

安
野　

聡
江

　

主
任
技
師　

川
原　

淳
子

　
　

〃　
　

梶
田　

美
佳

　
　

〃　
　

丸　

奈
央
子

　
　

〃　
　

太
田　

純
子

　

技　

師　

水
村　

真
弓

　
　

〃　
　

菅
原　

千
晶

　
　

〃　
　

坪
山　

知
世

　
　

〃　
　

村
上　

芳
枝

☆
保
健
指
導
・
保
健
相
談
・

健
康
づ
く
り
・
予
防
接
種

●
成
人
病
健
診
セ
ン
タ
ー

　

所
長
(兼)　

高
木　

健
史

●
桜
丘
荘

　

所　

長　

池
田　

政
幸

　

主　

幹　

角
谷　

辰
雄

　

主　

査　

野
村
ひ
と
み

　

主　

査　

藤
田　

博
子

　

主
任
技
師　

児
島　

由
香

　
　

〃　
　

佐
山　

友
美

　
　

〃　
　

佐
藤　

美
月

　
　

〃　

  

中
西　
　

泉

　
　

〃　
　

広
田　

智
子

　
　

〃　
　

堀
川
絵
理
子

　
　

〃　
　

菊
地　

恵
子

　

主
任
主
事
(兼)　

中
井
聖
子

●
桜
丘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

所
長
(兼)　

池
田　

政
幸

　

主
幹
(兼)　

角
谷　

辰
雄

　

主
査
(兼)　

野
村
ひ
と
み

　

主
任
主
事　

中
井　

聖
子

●
コ
ス
モ
ス
苑

　

所　

長　

谷
口　

幸
大

　

主　

査  

窪
田　

康
代

　
　

〃　
　

澤
田　

直
美

　
　

〃　
　

西
川　

友
愛

　
　

〃　
　

土
岐　

尚
美

　

主
任
主
事　

大
懸　

保
司

　

主
任
技
師　

高
橋　

幸
人

　
　

〃　
　

浅
井　

優
幸

　
　

〃　
　

奥
山
か
お
り

　
　

〃　
　

石
川
真
紀
子

　
　

〃　
　

村
上
美
千
代

　

主　

事　

石
原　

麻
衣

経
済
部(

32
名)

　
　
　
　

部
長

　
　
　
　
　

林　
　

浩
二

　

次　

長  

金　
　
　

章

　

国
営
農
地
再
編
推
進
室
長

　
　
　
　
　

紺
野　

宏
一

●
農
業
振
興
課

　

課
長
(兼)　

金　
　
　

章

　

主　

幹　

藪
中　

晃
宏

　
　

〃　

  

林　
　

秀
忠

　

主　

査　

千
葉
真
奈
美

　
　

〃　
　

西
川　
　

剛

　

主
任
主
事　

中
岡　

賢
二

　
　

〃　
　

佐
藤　
　

匡

　

主　

事  

清
水　

健
正

　
　

〃　
　

齋
藤　

達
彦

　
　

〃　

  

小
坂　
　

亘

　
　

〃　

  

佐
藤　

尚
哉

　
　

〃　

  

野
口  

翔
平

☆
農
業
・
土
地
改
良
・
水
利

●
畜
産
林
務
課

　

課　

長　

高
木　

守
昭

　

主　

幹　

鶴
岡　

明
浩

　

主　

査　

上
川　
　

学

　

主
任
主
事　

吉
尾　
　

渉

　

主　

事　

樫
山　

和
也

　
　

〃　
　

髙
嶋　
　

亮

　

事
務
補　

神
野　
　

聡

☆
畜
産
業
・
林
業
・
有
害
鳥
獣

●
国
営
農
地
再
編
推
進
室

　

参
事
(兼)　

紺
野　

宏
一

　

主　

幹　

三
上　

正
洋

　

主　

査　

喜
多　

伸
光

　

主　

査　

佐
藤　

政
臣

　

事
務
員　

土
屋　

優
斗

☆
国
営
農
地
再
編

●
商
工
労
働
観
光
課

　

課　

長　

井
出　

俊
博

　

主　

幹　

徳
竹　

貴
之

　

主　

査  

藤
田　

昌
宏

　

主　

査  

友
田　

正
樹

　

主　

事  

橋
爪　
　

愛

　
　

〃　
　

佐
々
木
大
輔

　

事
務
補　

坂
田　

慎
吾

☆
商
工
業
・
雇
用
・
労
働

者
福
祉
・
観
光

●
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
堆
肥
化
施
設

　

施
設
長
(兼)　

高
木
守
昭

建
設
水
道
部(

37
名)

　
　
　
　

部
長

　
　
　
　
　

小
山
内
弘
司

　

次
長(

技
監)

西
野
英
二

●
土
木
管
理
課

　

課　

長　

半
沢　
　

勝

　

主　

幹　

加
藤　

雅
洋

　

主　

査　

中
井　

康
寛

　
　

〃　
　

鈴
村　
　

章

　
　

〃　
　

畑
山　
　

司

　

主
任
技
師　

井
上　

恵
介

　

主　

事　

松
本　

奨
悟

　

技　

師　

田
中　

一
幸

　

技
術
員　

森
川　
　

卓

　

事
務
補　

澁
谷　

翔
太

☆
道
路
・
河
川
・
公
園
・
緑
地

の
管
理
・
工
事
用
地
買
収
・

住
居
表
示
・
字
名
改
正
・
都

市
計
画
・
緑
地
の
工
事

●
建
築
課

　

課　

長　

工
藤　

博
文

　

主　

幹　

佐
々
木　

誠

　

主　

査　

峯
垣　

智
剛

　
　

〃　
　

土
田　
　

実

　

主　

事　

鈴
木
進
太
郎

　

主　

事  

佐
藤　
　

航

　

技　

師　

佐
藤　

将
吾

☆
公
共
建
築
物
工
事
・
建

築
物
確
認
申
請
・
検
査
・

指
導
・
市
営
住
宅

●
施
設
維
持
セ
ン
タ
ー

　

所　

長　

大
西　
　

司

　

主　

幹　

三
和　

宏
光

　

主　

査　

庄
野　

幸
治

　

主　

事　

森
川　

雅
也

☆
道
路
・
橋
・
河
川
・
公

園
・
緑
地
の
維
持
と
小
破

修
理
・
除
排
雪
・
流
雪
溝

●
上
下
水
道
課

　

課
長
(兼)　

西
野　

英
二

　

主　

幹　

五
十
嵐　

智

　
　

〃　
　

佐
藤　

敏
行

　
　

〃　
　

大
杉　

育
功

　
　

〃　
　

佐
藤　

淳
一

　

主　

査　

山
下　

正
明

　
　

〃　
　

村
田　

雄
大

　

主
任
主
事　

上
林　

友
幸

　

主
任
技
師　

上
總　
　

智

　

主　

事　

小
松　

大
悟

　
　

〃　
　

三
木
多
恵
子

　

技　

師　

佐
久
間　

亘

　

事
務
員　

佐
藤　

勇
斗

　
　

〃　
　

細
川　

憂
希

　

事
務
補　

池
本  

沙
弥

☆
水
道
、
簡
易
水
道
の
維

持
管
理
、工
事
・
浄
水
場
・
下

水
道
・
農
業
集
落
排
水
・
個

別
浄
化
槽
・
下
水
道
や
農

業
集
落
排
水
の
維
持
管
理

朝
日
総
合
支
所(

19
名)

　
　
　
　

支
所
長

　
　
　
　
　

佐
々
木　

勲

　

次　

長　

小
ケ
島
清
一

●
地
域
住
民
課

　

課
長
(兼)　

小
ケ
島
清
一

　

主　

幹　

岡
崎　

浩
章

　

主　

査　

臼
井
裕
美
子

　
　

〃　
　

島
田　

英
貴

　
　

〃　
　

佐
久
間
貴
之

　

主
任
主
事　

市
橋　

明
子

　
　

〃　
　

太
田　

幸
兵

　
　

〃　
　

椙
山　

理
恵

　

主
任
技
師　

黒
沼　

美
穂

　
　

〃
(兼)　

佐
々
木
順
一

　

主　

事　

本
間　

知
代

　

技
師
(兼)　

坪
山　

知
世

☆
総
務
部
・
市
民
部
・
保
健

福
祉
部
の
事
務
の
う
ち
、

朝
日
地
区
に
関
す
る
こ
と

●
経
済
建
設
課

　

課　

長　

深
川　

雅
宏

　

主　

幹　

壷
井　
　

務

　

主　

査　

田
上　

泰
成

　
　

〃　
　

桜
木　

卓
也

　

主
任
主
事　

多
羽
田　

司

　
　

〃　
　

小
林　

真
二

　
　

〃　
　

鈴
木　
　

泉

　

主　

事　

植
松　

春
香

☆
経
済
部
・
建
設
水
道
部

の
事
務
の
う
ち
、
朝
日
地

区
に
関
す
る
こ
と

教
育
委
員
会(

56
名)

　
　
　
　

生
涯
学
習
部
長

　
　
　
　
　

古
川　

靖
弘

　　

次　

長　

菅
井　
　

勉

●
学
校
教
育
課

　

課
長
(兼)　

菅
井　
　

勉

　

主　

幹　

須
藤　

友
章

　

主　

査　

伊
藤　
　

勉

　

主
任
主
事　

佐
々
木
芳
子

　

主　

事　

中
西　

優
子

　
　

〃　
　

駒
井　

靖
亮

　
　

〃　
　

太
田　
　

薫

　

事
務
補　

斉
藤　

理
恵

☆
庶
務
・
学
校
教
育

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

所　

長　

上
坊
寺
美
智
子

　

主　

査　

河
口　

光
輝

　

主
任
技
師　

及
川　

千
明

　
　

〃
(兼)　

齋
藤　

文
泰

　

技　

師　

布
川　

優
作

●
東
高
等
学
校

　

事
務
長　

伊
藤　

佳
子

●
ス
ポ
ー
ツ
課

　

課　

長　

加
納　
　

修

　

主　

査　

坂
本　

英
樹

　

主　

事　

田
口　

貴
史

　
　

〃　
　

北
川　

智
貴

　

事
務
補　

松
田　

有
矢

　

事
務
補　

安
藤　

龍
司

☆
社
会
体
育

●
総
合
体
育
館

　

館
長
(兼)　

加
納　
　

修

●
社
会
教
育
課

《凡例》　 （兼）→「兼務」　、 （併）→「併任」　、 （道派遣）→北海道からの派遣職員、 （市派遣）→士別市からの派遣職員



（４）

　

課　

長　

青
山　

博
久

　

主　

査　

武
山　

鉄
也

　

〃(
道
派
遣)

中
西　

一
繁

　

主
任
主
事　

堀　
　

真
志

　

主　

事　

工
藤　

雅
史

☆
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
・
文
化

賞
・
文
化
財
・
芸
術
・
文
化
振
興

●
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

所
長
(兼)　

渡
辺　

恵
子

●
中
央
公
民
館

　

館　

長　

竹
内　

雅
彦

　

主　

幹　

柴
山　
　

勉

　

主　

査　

庄
司　

伸
一

　

主
任
主
事  

大
前　

忠
士

　

主
任
技
師　

斉
藤　

孝
裕

　

事
務
員　

草
刈　

翔
太

　
　

〃　

  

齊
藤　

太
成

☆
講
座
・
講
演
会
な
ど
の
開

催
・
学
習
の
機
会
提
供
・
学
習

活
動
の
支
援
・
市
民
の
芸
術

文
化
の
振
興
・
教
養
の
向
上

●
上
士
別
公
民
館

　

館
長（
嘱
託
） 

石
川　

仁
司

　

副
館
長
(併)　

平
岡　
　

均

　

主　

幹　

寺
田　

和
寛

●
多
寄
公
民
館

　

館
長（
嘱
託
） 

中
井　
　

修

　

副
館
長
(併)　

遠
藤　

桂
子

　

主　

幹　

大
留　

義
幸

●
温
根
別
公
民
館

　

館
長（
嘱
託
） 

植
西　

信
雄

　

副
館
長
(併)　

吉
川　

秀
春

　

主　

幹　

輿
水　

賢
治

●
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

　

館
長
(兼)　

竹
内　

雅
彦

●
図
書
館

　

館　

長　

渡
辺　

恵
子

　

主　

幹　

清
水　

孝
幸

　

主
査
(兼)　

阿
部
也
寸
志

　

主
任
主
事　

浅
見　

倫
江

　
　

〃　
　

木
島　
　

啓

　
　

〃
(兼)　

佐
藤
志
津
子

　

主　

事　

柴
山　

智
衣

☆
図
書
や
記
録
な
ど
の
収

集
・
保
存
・
利
用

●
つ
く
も
青
少
年
の
家

　

所
長
(兼)　

青
山　

博
久

　

主　

査　

佐
々
木
憲
也

☆
青
少
年
宿
泊
研
修

●
博
物
館

　

館　

長　

水
田　

一
彦

　

主
任
技
師
(兼)　

深
谷
隆
雄

　

主　

事　

森　
　

久
大

　
　

〃　
　

根
岸　

裕
子

☆
資
料
の
収
集
・
保
管
・
展
示

●
地
域
教
育
課

　

課　

長　

漢　
　

幸
雄

　

参　

事　

長
南　

広
基

　

主　

査　

阿
部
也
寸
志

　
　

〃　
　

黒
沼　

淳
一

　

主
任
主
事　

下
間
山
史
泰

　
　

〃　
　

前
畑　

美
香

　
　

〃　
　

佐
藤
志
津
子

☆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振

興
・
生
涯
学
習
・
サ
ン
ラ
イ

ズ
ホ
ー
ル
・
文
化
財
保
護

●
市
立
学
校
業
務
ス
タ
ッ
フ

　

主
幹 

古
村
豊
次（
南
中
）

　

主
査 

深
谷
隆
雄（
南
小
）

　

 

〃  

小
田
健
司（
西
小
）

　

 

〃  

眞
鍋
眞
一（
士
中
）

　

主
任
技
師 

齋
藤
文
泰（
士
小
）

　

〃　

佐
藤
秀
昭（
糸
魚
小
・
朝

   

日
中
）

議
会
事
務
局(

５
名)

　
　
　
　

事
務
局
長

　
　
　
　
　

石
川　
　

敏

　

総
務
課
長　

浅
利　

知
充

　

主　

幹　

岡
崎　

忠
幸

　

主
任
主
事　

御
代
田
知
香

　
　

〃　
　

樫
木　

孝
士

選
挙
管
理
委
員
会(

１
名)

　

事
務
局
長
(併)
鈴
木
久
典

　

事
務
局
次
長
(併)
小
ケ
島
清
一

　

選
挙
課
長
(併)
沼
田
浩
光

　

主　

査　

水
留　

啓
諭

監
査
委
員
事
務
局(
３
名)

　
　
　
　

事
務
局
長

　
　
　
　
　

石
川　
　

誠

　

監
査
課
長　

清
水　
　

修

　

主　

事　

佐
伯　

綾
子

農
業
委
員
会(

６
名)

　
　
　
　

事
務
局
長

　
　
　
　
　

秋
山　

照
雄

　

総
務
課
長　

大
平　
　

稔

　

主
幹
(併)　

壷
井　
　

務

　

主　

査　

森　
　

優
子

　
　

〃　
　

藤
田　

昌
也

　
　

〃
(併)　

田
上　

泰
成

　

主
任
主
事　

椙
山　

賢
一

　
　

〃
(併)　

多
羽
田　

司

　

事
務
員　

吉
方　

佳
祐

会
計
室(

３
名)

　

室
長(

会
計
管
理
者)

　
　
　
　
　

渡
辺　

敏
嗣

　

会
計
課
長
(兼)　

渡
辺
敏
嗣

　

主　

幹　

神
田
麻
実
子

　

主
任
主
事　

佐
藤
和
佳
子

　
　
　
　

院
長

　
　
　
　
　

山
田　

政
孝

　
　
　
　

副
院
長

　
　
　
　
　

濱
田　
　

修

　
　
　
　

副
院
長

　
　
　
　
　

山
賀　

昭
二

　
　
　

　
　
　
　

副
院
長

　
　
　
　
　

長
島　
　

仁

診
療
部(
49
名)

診
療
部
長　

堀
内　

正
公

診
療
部
長　

澤
口　

裕
二

診
療
部
長　

佐
々
木
公
則

診
療
部
長　

西
田　

泰
周

診
療
部
長　

竹
内　
　

茂

診
療
部
長　

宮
野　

憲
仁

診
療
部
長　

三
國　
　

聡

●
医
局

医
局
長
(兼)　

濱
田　
　

修

消
化
器
内
科

　

主
任
医
長
(兼)
竹
内　
　

茂

　

医　

長　

福
田　

光
子

循
環
器
内
科

　

医
長
(兼)　

長
島　
　

仁

　

医　

長　

沼
崎　
　

太

一
般
内
科

　

医
長
(兼)　

堀
内　

正
公

　

医　

長　

仁
木　
　

卓

外
科

　

主
任
医
長
(兼)
山
賀　

昭
二

　

医
長
(兼)　

三
國　
　

聡

整
形
外
科

　

主
任
医
長
(兼)
宮
野　

憲
仁

婦
人
科

　

医
長
(兼)　

佐
々
木
公
則

麻
酔
科

　

医
長
(兼)　

西
田　

泰
周

療
養
診
療
科

　

医
長
(兼)　

澤
口　

裕
二

●
薬
局

　

薬
局
長 

野
々
川
由
佳
子

　

薬
剤
科
長　

菊
地
希
代
司

　

主　

査　

今
井　

英
樹

　

主　

査　

大
塚
雄
一
郎

　

薬
剤
師　

海
野　

貴
志

  

主
任
主
事　

岡
部
由
貴
子

●
臨
床
検
査
室

　

室　

長　

松
下　

明
夫

　

検
体
検
査
科
長
(兼)
松
下
明
夫

　

主　

査　

宮
本　
　

潤

　

主　

査　

布
施　

和
史

　

主　

査　

黄
木　

泰
宏

　

視
能
訓
練
士　

岩
田　

透

　

生
理
検
査
科
長　

出
合
栄
治

　

主　

査　

佐
藤　

孝
一

　

主　

査　

小
島　

リ
サ

　

臨
床
検
査
技
師

石
川
真
里
江

●
診
療
放
射
線
室

　

室　

長　

渋
川　

昭
宏

　

放
射
線
技
術
科
長
(兼)　
　

　
　
　
　
　

渋
川　

昭
宏

　

主　

査　

鈴
木　

英
人

　

主　

査　

中
島　

弘
満

　

診
療
放
射
線
技
師

小
池
智
哉

　

画
像
診
断
技
術
科
長
(兼)　

　
　
　
　
　

渋
川　

昭
宏

　

主　

査　

佐
藤　

智
樹

　

診
療
放
射
線
技
師

田
中
禎
嗣

　
　
　

〃　
　

宮
本
直
武

●
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

　

室　

長　

藤
野　

正
隆

　

理
学
療
法
科
長
手
嶋
和
幸

　

理
学
療
法
士　

小
野
健
一

　
　

 

〃 

　
　

黒
川
宏
伸

　

作
業
療
法
科
長

(兼)
藤
野
正
隆

　

作
業
療
法
士　

森　

悠
亮

　
　

 

〃 

　
　

三
上
雄
介

●
手
術
室

　

室
長
(兼)　

西
田　

泰
周

●
診
療
材
料
室

　

室
長
(兼)　

西
田　

泰
周

●
透
析
セ
ン
タ
ー

　

所
長
(兼)　

山
賀　

昭
二

●
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー

　

所　

長　

佐
藤　

貴
幸

●
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー

　

所
長
(兼)　

堀
内　

正
公

《凡例》　 （兼）→「兼務」　、 （併）→「併任」　、 （道派遣）→北海道からの派遣職員、 （市派遣）→士別市からの派遣職員

士
別
市
立
病
院

●
医
療
機
器
管
理
セ
ン
タ
ー

　

所
長
(兼)　

山
賀　

昭
二

　

主　

幹　

岡
村　
　

弥

　

主　

査　

齋
藤　
　

誠

 

　

 

〃　
　

耳
浦　

令
晃

　

臨
床
工
学
技
士　

南
橋　

憲

　
　

 

〃　
　

 

平
山
正
仁

　
　

 

〃　
　

 

加
地
正
尚

●
医
療
情
報
管
理
室

　

室
長
(兼)　

宮
野　

憲
仁

　

主　

事　

中
山　

翔
太

●
成
人
病
健
診
セ
ン
タ
ー

　

所
長
(兼)　

濱
田　
　

修

●
地
域
医
療
室

　

室
長
(兼)　

澤
口　

裕
二

　

副
室
長
(兼)　

村
上　

正
俊

　

主
幹
(兼)　

池
田　
　

亨

　

社
会
福
祉
士　

細
川
雅
嗣

●
医
療
安
全
管
理
室

　

室
長
(兼)　

濱
田　
　

修

●
栄
養
管
理
室

　

室
長
(兼)　

山
賀　

昭
二

　

栄
養
管
理
科
長
(兼)
村
上
正
俊

　

主
査
(兼)　

森
川　

拓
也

　

管
理
栄
養
士　

桐
澤
郁
美

　
　

 

〃　

 

　

高
畠
茉
琴

看
護
部(

119
名)

　

部　

長　

太
田　

泰
子

　

次　

長　

藤
川
有
紀
子

　
　

〃　
　

福
川
と
み
え

　

科
長
補
佐　

野
原　

弘
子

●
外
来
看
護
科

　

科　

長　

高
橋
留
美
子

　

主　

査　

海
津　

敦
子



（５）

特集のページ
　

主　

査　

澤
田　

和
枝

　

看
護
ス
タ
ッ
フ

　

出
合
路
子
、
今
岡
美
紀
、

　

中
島
美
紀
、
菅
原
祐
子
、

　

木
下
知
美
、
梅
田
ま
な
み
、

　

白
石
梨
恵
、
三
上
里
紗
、

　

橋
本
農
夫
子
、
武
田
裕
子
、

　

高
橋
由
香
利
、
秋
庭
奈
奈

●
訪
問
看
護
室
看
護
科

　

科　

長　

佐
藤
真
智
子

　

主　

査　

小
池
千
江
美

　

看
護
ス
タ
ッ
フ

　

佐
藤
優
子
、
國
分
真
実
、

　

石
黒
由
美

●
手
術
室
看
護
科

　

科
長　

早
坂　

尚
美

　

主
査　

松
本　

真
澄

　

看
護
ス
タ
ッ
フ

　

河
野
美
樹
、
阿
部
裕
子
、

　

今
野
直
子
、
高
貝
美
幸
、

　

山
本
美
由
紀
、
下
條
友
里

●
診
療
材
料
室
看
護
科

　

科
長
(兼)　

早
坂　

尚
美

●
透
析
セ
ン
タ
ー
看
護
科

　

科
長
(兼)　

藤
川
有
紀
子

　

主　

査　

栗
原　

領
子

　

看
護
ス
タ
ッ
フ

　

河
井
妙
子
、
国
忠
ゆ
か
り
、

　

櫛
引
由
香
、
千
田
香
代
、

　

渡
邊　

円
、
佐
藤
京
子
、

　

小
野
秀
美

●
２
階
東
病
棟
看
護
科

　

(

休
床
中)

●
４
階
東
病
棟
看
護
科

　

科　

長　

斉
藤　

紀
子

　

主　

査　

菊
地　

千
春

　
　

〃　
　

耳
浦　

晴
美

　
　

〃　
　

吉
野　

友
絵

　

看
護
ス
タ
ッ
フ

　

竹
中
孝
子
、
中
島
聖
子
、

　

小
出
真
弓
、
田
村
呂
美
、

　

水
田
美
咲
、
小
野
真
希
、

　

春
名
千
春
、
伊
藤
紘
子
、

　

山
本
可
奈
、
大
塚
敏
恵
、

　

黒
川
弥
生
、
石
川
綾
子
、

　

加
藤
千
怜
、
畠
山　

茜
、

　

市
川
み
な
み
、
山
井
一
代
、

　

大
川
裕
子
、
鈴
木
里
美

●
４
階
西
病
棟
看
護
科

　

科　

長　

寺
崎　

里
香

　

主　

査　

菅
原　

笑
美

　
　

〃　
　

半
田　
　

瞳

　

看
護
ス
タ
ッ
フ

　

斉
藤
郁
子
、
高
玉
福
美
、

　

北　

美
奈
子
、
後
藤
飛
鳥
、

　

景
井
久
美
、
佐
藤
美
由
紀
、

　

小
倉
佳
子
、
林　

真
里
、

　

齋
藤　

幸
、
高
橋
良
太
、

　

又
村
優
也
、
関
口
め
ぐ
み
、

　

谷
口
美
香
、
安
藤
さ
お
り
、

　

小
山
田
佳
純
、
小
林
由
奈
、

　

坂
本
愛
華
、
大
平
あ
り
さ
、

　

水
口
み
ど
り
、
水
戸
利
子
、

　

沼
上
真
里
子
、
高
田
晴
生

●
５
階
病
棟
看
護
科

　

科　

長　

金
井　

千
尋

　

主　

査　

黒
川　
　

隆

　
　

〃　
　

横
井
美
保
子

　

看
護
ス
タ
ッ
フ

　

石
王
明
美
、
近
藤
恭
子
、

　

沼
田
瑞
枝
、
梶
原
美
保
、

　

伊
藤
裕
美
、
飯
豊
強
司
、

　

宮
向
美
香
、
春
名
進
之
介
、

　

小
酒
井　

至
、
鈴
木
仁
美
、

　

小
笠
原
香
織
、
前
東
睦
美
、

　

枝　

か
お
り
、
井
上
紗
希
、

　

丸
勢
里
枝
、
山
田　

幸
、

　

小
倉
晶
子
、
佐
藤
あ
ゆ
み
、

　

渡
辺
由
希
、
浅
田
宏
佳
、

　

小
原
久
実
、
谷　

有
未
、

　

福
田
詩
織
、
西
野
典
子
、

　

清
水
洋
子
、
高
橋
淳
子
、

　

西
森
あ
け
み

●
看
護
部
付

　

森　

純
子
、
下
田　

恵

事
務
局(
11
名)

　
　
　
　

事
務
局
長

　
　
　
　
　

三
好　

信
之

　

次　

長　

村
上　

正
俊

●
総
務
課

　

課　

長　

加
藤　

浩
美

　

主　

幹　

古
川　
　

敬

　

主　

査　

岡
田　

英
俊

　

主
任
主
事　

水
村　

友
博

　

主　

事　

佐
々
木　

瞬

　

主
事
(併)　

中
山　

翔
太

　

事
務
補　

松
浦　

萌
美

●
医
事
課

　

課
長
(兼)　

村
上　

正
俊

　

主　

幹　

池
田　
　

亨

　

主　

査　

森
川　

拓
也

　

事
務
補　

佐
々
木
啓
太

経
営
戦
略
室

　

室
長
(兼)　

山
田　

政
孝

士
別
地
方

　

消
防
事
務
組
合

管
理
者(

士
別
市
長)

　

　
　
　
　
　

牧
野　

勇
司

副
管
理
者(

和
寒
町
長)

　
　
　
　
　

伊
藤　

昭
宣

　

〃　

(

剣
淵
町
長)

　

　
　
　
　
　

佐
々
木
智
雄

　

〃　

(

士
別
市
副
市
長)

　
　
　
　
　

相
山　

佳
則

　
　
　
　

消
防
長
（
司
令
長

）

　
　
　
　
　

粟
根　

禎
二

　
　
　
　
　
　

（
市
派
遣
）

消
防
本
部(

６
名)

●
総
務
課

課　
　

長　

武
田　

泰
和

　
　
　
　
　
　

（
市
派
遣
）

主
幹
（
司
令
補
）　

富
澤　
　

徹

消

防

士　

鯖
戸
惣
一
朗

☆
庶
務
・
給
与
・
財
政
・

入
札
・
組
合
議
会

●
消
防
課

課
長
（
司
令
）　

長
縄　

典
雄

主
幹
（
司
令
補
）　

国
分　

岩
雄

主
査

（兼）
（
司
令
補
）　

水
口　

忠
作

消
防
士

（兼）　

山
岡　

昂
太

☆
統
計
・
危
険
物
許
可
・
防

火
組
織
等
各
種
消
防
行
政

消
防
署(

52
名)

署
長
（
司
令
）　

波
能　

靖
仁

●
管
理
課

課
長
（
司
令
）　

寺
西　

克
視

主
幹
（
司
令
補
）　

鈴
木　
　

容

　

 

〃   

　

佐
藤　

幸
樹

主
査
（
士
長
）　

高
畑　
　

修

　

 

〃   

　

齊
藤　

直
也

主
任
（
士
長
）　

佐
々
木　

強

主
任
（
副
士
長
）　

山
口　

晋
司

消

防

士　

上
地　

翔
平

　

 

〃   

　

笠
井　

良
太

　

 

〃   

　

三
木　

卓
哉

　

 

〃   

　

山
岡  

昂
太

☆
庶
務
・
通
信
指
令
施
設
・

消
防
団

●
警
防
１
課

課
長
（
司
令
）　

沼
田  

隆
行

主
幹
（
司
令
補
）　

浅
野　

繁
唯

　

 

〃   

　

及
川
登
志
裕

主
査
（
士
長
）　

福
本　

一
寿

副

士

長　

矢
萩　

亮
平

　

 

〃   

　

鈴
木　

哲
志

　

 

〃   

　

下
田　

勇
樹

消

防

士　

北
村　

和
樹

　

 

〃   

　

高
橋　

靖
典

　

 

〃   

　

渡
辺　
　

光

☆
災
害
対
策
・
消
防
水
利
・

隊
員
訓
練
・
車
両
管
理

●
警
防
２
課

課
長
（
司
令
）　

谷
本　

幸
一

主
幹
（
司
令
補
）　

杉
山  

逸
人

　

 

〃   

　

上
家　

真
一

主
査
（
司
令
補
）　

水
口　

忠
作

《凡例》　 （兼）→「兼務」　、 （併）→「併任」　、 （道派遣）→北海道からの派遣職員、 （市派遣）→士別市からの派遣職員

主
査
（
士
長
）　

風
間　

圭
一

主
任
（
士
長
）　

酒
井　

歳
則

〃
（
副
士
長
）　

根
岸　

紘
人

消

防

士　

宮
本　

祐
吾

　

 

〃   

　

山
口　

晃
平

☆
救
急
に
関
す
る
業
務

●
予
防
課

課
長
（
司
令
）　

柳　
　

伸
幸

主
幹
（
司
令
補
）　

有
持　

峰
治

　

 

〃   

　

熊
谷　

昌
之

主
査
（
士
長
）　

谷　
　

圭
一

　

 

〃   

　

佐
山　

直
人

主
任
（
士
長
）　

去
渡　

茂
幸

　

 

〃   

　

榎
本　

尚
貴

副

士

長　

寺
島　

龍
也

消

防

士　

菊
地　

啓
太

　

 

〃   

　

吉
本　

将
悟

　

 

〃   

　

下
口　

恭
平

　

 

〃   

　

野
口　

昇
悟

☆
防
火
対
象
物
・
危
険
物
・
立

入
検
査
・
災
害
原
因
調
査
・
各

種
防
火
団
体
・
消
防
後
援
会

●
朝
日
支
所

支
所
長
（
司
令
）　

高
橋　
　

均

主
幹
（
司
令
補
）　

金
子　

高
士

　

 

〃   

　

藤
吉　

将
之

主
査
（
司
令
補
）　

広
田　
　

久

　

〃 

（
士
長
）　

三
上　

伸
二

主
任
（
士
長
）　

山
下　

和
弘

　

 

〃   

　

滝
澤　
　

豊

副

士

長　

小
西　

康
博

消

防

士　

菅
原　

和
敏

☆
朝
日
地
区
の
消
防
業
務

			




派
遣
中
職
員(

２
名)

▼
上
川
総
合
振
興
局
地
域

　

政
策
課
主
査　

久
光
徹

▼
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

　

域
連
合
主
任
主
事 

伊
藤
昌
彦

職
員
定
数
に
つ
い
て

　

市
職
員
や
消
防
職
員
の

定
数
は
、
条
例
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
職
員
数
と
定
数

（
括
弧
内
）
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

①
市
長
の
事
務
部
局
の
職

　

員
253
名
（
309
名
）

②
水
道
事
業
の
職
員
10
名

　

（
12
名
）

③
教
育
委
員
会
の
事
務
部

　

局
と
学
校
等
の
教
育
機

　

関
の
職
員
56
名
（
81
名
）

④
議
会
の
事
務
局
の
職
員

　

５
名
（
６
名
）

⑤
選
挙
管
理
委
員
会
の
職

　

員
１
名
（
１
名
）

⑥
監
査
委
員
事
務
局
の
職

　

員
３
名
（
３
名
）

⑦
農
業
委
員
会
の
職
員　

　

６
名
（
７
名
）

⑧
病
院
事
業
の
職
員
183
名

　

（
278
名
）

⑨
消
防
本
部
の
職
員
６
名

　

（
６
名
）

⑩
消
防
署
の
職
員
52
名　

　

（
52
名
）



行政のページ
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１
．
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
状
況

①
募
集
期
間
→
平
成
25
年
４
月
１
日

（月）
か

ら
４
月
30
日

（火）
ま
で

②
意
見
提
出
者
数
→
１
人

③
提
出
方
法
→
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
信

④
担
当
部
署
→
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

２
．
意
見
の
概
要
と
市
の
考
え
方

▼
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
①

　

 

「
基
本
方
向
３
」
の
指
導
者
等
の
養
成

と
充
実
の
中
で
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
」
は
、
競
技
の
専
門
家
の
育
成

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
で
き
る
人
材
も
必
要
で

は
。

▽
市
の
考
え
方
①

　

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
主
体
と
し
た

指
導
者
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
公
的
資
格
の

取
得
な
ど
を
今
後
検
討
し
ま
す
。

▼
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
②

　

「
基
本
方
向
５
」
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の

里
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
、
選
手
の
体

を
つ
く
る
「
食
」
の
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
農
業
が
基
幹
産
業
の
士
別
市
で
す
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
・
食
・
農
業
を
つ
な
げ
て
、

よ
い
合
宿
環
境
を
提
供
し
て
は
。

▽
市
の
考
え
方
②

　

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
里
づ
く
り
に
は
、「
食
」

の
充
実
は
大
変
重
要
な
施
策
で
す
。

　

市
内
の
宿
泊
施
設
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
「
食
」
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
が
、

よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
よ
う
、
ご
意
見

を
参
考
に
『
地
元
食
材
の
利
用
促
進
と
合

宿
選
手
に
対
応
し
た
「
食
」
の
提
供
』
を

追
加
し
ま
す
。

士
別
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
（
見
直
し
案
）

　　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
に
つ
い
て

　

士
別
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
（
見
直
し
案
）
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
（
意
見
公
募
）
制
度
に
よ
る
実
施
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
す
る
本
市
の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す
。

士別市議会報告会のご案内
　市議会では、市民と議員が議会活動や市政について自由に情報交換・

意見交換を行う議会報告会を下記の日程で開催します。

　お住まいの地区にかかわりなく、どの会場でもご参加できます。

開催日 開催時間 会　　場

６月24日（月）
午後６時30分 市民文化センター２階　会議室１

午後７時 あさひサンライズホール

25日（火） 午後７時 温根別公民館

26日（水） 午後７時 多寄研修センター

27日（木） 午後７時 上士別構造改善センター

28日（金） 午後２時 市民文化センター１階　研修室

事前のお申し込みは不要ですので、直接会場へお越しください。

　主　催：士別市議会

　問合せ：士別市議会事務局　☎（23）3009

第27回サフォークランド士別

ハーフマラソン大会
　　　　　　　　　　　　　　開　催：７月21日（日）　午前９時30分スタート
　　　　　　　　　　　　　　会　場：士別中央公園
　　　　　　　　　　　　　　種　目：ハーフマラソン、10㎞、５㎞、２㎞
　　　　　　　　　　　　　　締　切：参加申込みは６月24日（月）まで
　　　　　　　　　　　　　　問合せ：市教育委員会スポーツ課☎内線3223

市長室開放事業のご案内
　市長と自由に懇談をする「市長室開

放事業」を、次のとおり開催します。

●日時→６月27日（木）午後１時30分　

～３時30分

●会場→朝日総合支所第１会議室

●対象者→市内に居住・通勤・通学をし

　ている個人、または５人以下の小グ　　

　ループとします。(一組20分以内)

●申込方法→６月26日までに「市長室

　開放事業申込書」を提出するか、電

　話でお申し込みください。なお、本

　庁舎市長室で市長と懇談を希望され　

　る方は、随時受け付けておりますの

　で問合せください。

●申込み・問合せ→市秘書広報課

　☎内線2006



●
だ
れ
が
ど
ん
な
と
き
に
使
う
の
で
す

か
？

▽
す
べ
て
の
子
ど
も
と
保
護
者
が
使
え
ま

す
。

▽
発
育
や
発
達
の
確
認
を
し
た
い
と
き

▽
育
児
や
保
育
に
関
す
る
相
談
や
支
援
を

受
け
た
い
と
き

▽
療
育
や
教
育
な
ど
の
関
係
機
関
に
相
談

し
た
い
と
き

●
「
す
く
ら
む
」
を
使
う
と
、
ど
ん
な
こ

と
が
で
き
ま
す
か
？

▽
子
ど
も
を
よ
り
理
解
す
る
た
め
の
記
録

と
し
て

▽
乳
幼
児
健
診
や
学
校
な
ど
の
関
係
機
関

へ
の
相
談
（
母
子
健
康
手
帳
と
同
様
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
）

▽
幼
稚
園
・
保
育
園
へ
の
入
園
申
し
込
み

や
個
人
面
談
な
ど

※
関
係
者
が
子
ど
も
の
個
性
や
特
徴
、
こ

れ
ま
で
の
経
過
な
ど
を
共
通
理
解
し
、
自

行政のページ

（７）

　

今
回
作
成
し
た
子
育
て
応
援
フ
ァ
イ
ル

 

「
す
く
ら
む
」
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
子
ど

も
の
成
長
過
程
な
ど
を
記
録
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
発
達
に
応
じ
た
支

援
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
作
成

し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
す
く
ら
む
」
は
、
ご
家
庭
の
皆

さ
ん
と
、
保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
校
な
ど

の
子
育
て
に
携
わ
る
関
係
機
関
が
連
携
を

図
り
な
が
ら
利
用
す
る
フ
ァ
イ
ル
で
、
上

川
版
個
別
の
支
援
計
画
を
基
本
に
作
成
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
子
ど
も
の
成
長
や

子
育
て
を
し
て
い
く
上
で
の
大
切
な
手
が

か
り
を
記
録
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

す
べ
て
の
シ
ー
ト
を
記
入
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
記
入
者
ご
自
身
が
、

自
由
に
楽
し
ん
で
書
き
込
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

　

保
護
者
か
ら
見
た
子
ど
も
の
様
子
や
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
関
係

者
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
、
伝
え
た

い
こ
と
な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
の
成
長
を
見
つ
め
る
中
で
、
子

育
て
に
関
す
る
新
し
い
発
見
や
ヒ
ン
ト
が

あ
り
、
「
気
付
け
る
一
冊
」
と
し
て
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

立
に
向
け
た
手
立
て
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
使
い
方
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
「
す
く
ら
む
」
は
ど
こ
で
も
ら
え
ま
す

か
？

　

「
す
く
ら
む
」
を
希
望
す
る
方
は
、
次

の
施
設
で
無
料
で
受
け
取
り
が
で
き
ま
す
。

▽
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

▽
市
こ
ど
も
・
子
育
て
応
援
室

▽
市
こ
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
園

▽
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
市
朝
日
総
合
支
所
地
域
住
民
課

▽
市
内
各
幼
稚
園

▽
市
内
各
保
育
園

▽
市
各
小
学
校

▽
市
各
中
学
校

※
シ
ー
ト
の
様
式
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

必
要
に
応
じ
て
シ
ー
ト
を
追
加
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
い
方
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
平
成
25
年
４
月
２
日
以
降
に
出

生
し
た
子
ど
も
に
は
、
保
健
師
が
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
の
際
に
配
布
し
ま
す
。

●
問
合
せ
→
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

内
線
３
２
０
３

子
育
て
応
援
フ
ァ
イ
ル

　　　　　　　　　
「
す
く
ら
む
」

み
ん
な
で
子
育
て
！

を
作
成
し
ま
し
た

ぜひ、「すくらむ」を活用してください



（８）☎士別市役所㈹（23）3121    http://www.city.shibetsu.lg.jp

健診のページ

生
活
習
慣
病
の
予
防
に

国

保

特

定

健

診

　

士
別
市
国
保
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
着
目
し
た
「
特
定
健
康

診
査
」
と
、
そ
の
改
善
に
向

け
て
の
「
特
定
保
健
指
導
」

を
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
４
月
１
日
現

在
、
士
別
市
国
保
に
加
入
し
、

今
年
度
中
に
40
歳
～
74
歳
に

な
る
方
で
、
対
象
者
に
は
「
特

定
健
康
診
査
受
診
券
」
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
、
ま
た
は
国
保
人
間
ド
ッ
ク

の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
、
「
保
険
証
」
と

｢

特
定
健
康
診
査
受
診
券｣

を
持
参
の
う

え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
特
定
健
診

●
受
診
機
関
・
健
診
日
程

▼
士
別
市
成
人
病
健
診
セ
ン
タ
ー
・
士
別

市
立
あ
さ
ひ
ク
リ
ニ
ッ
ク
→
共
通
日
程
表

〔Ａ〕▼
旭
川
市
医
師
会
健
康

管
理
診
療
所
（
検
診
車

で
の
巡
回
方
式
）
→
共

通
日
程
表

〔Ｂ〕

●
健
診
料
金
→
無
料

※
治
療
中
の
方
も
特
定
健
診
の
対
象
で
す
。

※
勤
務
先
等
に
お
い
て
事
業
者
健
診
を
受

け
る
方
や
個
人
で
健
診
を
受
け
た
場
合
な

ど
は
、
重
複
し
て
受
診
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
健
診
結
果
を
必
ず
市

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
４
月
２
日
以
降
に
士
別
市
国

保
に
加
入
し
た
方
で
、
従
前
の
健
康
保
険

で
健
診
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
６
月
29
日
(土)
、
11
月
23
日

（土）
、
11
月
24

日
（日）
は
、
胃
・
肺
・
大
腸
の
が
ん
検
診
と

特
定
健
診
を
同
時
に
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
☎

（22）
２
４
０
０
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
予
約
受
付
開
始
当
初

は
電
話
が
大
変
混
み
合

い
、
つ
な
が
り
に
く
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
願
い
ま
す
。

◎
国
保
人
間
ド
ッ
ク

●
健
診
期
間
→
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

●
受
診
機
関
→
士
別
市
成
人
病
健
診
セ
ン

タ
ー(

定
員
400
名)

・
士
別
市
立
あ
さ
ひ

ク
リ
ニ
ッ
ク(

定
員
20
名)

　

※
定
員
に

な
り
次
第
受
付
は
終
了
し
ま
す
。

●
健
診
料
金
→
２
万
３
３
０
０
円
の
う
ち

自
己
負
担
額
５
０
０
０
円

●
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
（
希
望
者
の
み
・
自

己
負
担
あ
り
）
→
内
臓
脂
肪
Ｃ
Ｔ
検
査

（
500
円
）
、
前
立
腺
検
査(

500
円)

、
子
宮

が
ん
検
査
（
頚
部
・
卵
巣
各
500
円
）
、
乳

が
ん
検
査
（
視
触
診
の
み
500
円
、
乳
房
Ⅹ

線
併
用
１
０
０
０
円
）

※
あ
さ
ひ
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
前
立
腺
検
査
の

み
実
施
し
ま
す
。

◎
ほ
か
の
医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
さ
れ
た
方

　

士
別
市
成
人
病
健
診
セ
ン
タ
ー
・
士
別

市
立
あ
さ
ひ
ク
リ
ニ
ッ

ク
以
外
で
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
し
た
方
で
、
国

保
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

項
目
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
負
担
し

た
健
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
持
参
す
る
も
の
→
保
険
証
・
特
定
健
診

受
診
券
・
健
診
結
果
表
・
健
診
時
の
領
収

書
・
印
鑑
・
本
人
名
義
の
振
込
先
口
座
・

本
人
確
認
の
書
類
（
免
許
証
な
ど
）

●
問
合
せ
→
▼
市
市
民
課
国
保
担
当
☎
内

線
２
２
２
０
▼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎

（22）

２
４
０
０
▼
朝

日
総
合
支
所
地

域

住

民

課

☎
（28）

２
１
２
１

士
別
警
察
署
か
ら

夏
山
の
遭
難
防
止

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
登
山
や
ハ
イ
キ

ン
グ
な
ど
で
、
山
に
出
か
け
る
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。
山
岳
遭
難
を
防
ぐ
た
め
に
、

次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
登
山
は
十
分
な
装
備
と
ゆ
と
り
の
あ
る

計
画
を
立
て
、
体
力
や
技
量
に
合
わ
せ
た

登
山
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

■
登
山
計
画
書
を
作
成
し
、
警
察
署
や
交

番
、
駐
在
所
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

家
族
な
ど
に
も
計
画
書

の
写
し
を
渡
し
ま
し
ょ
う
。 

■
複
数
で
の
登
山
に
努

め
、
単
独
で
の
登
山
は

控
え
ま
し
ょ
う
。 

薬
物
乱
用
の
防
止

　

～ 

薬
物
、
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
～

　

薬
物
の
魔
の
手
は
あ
な
た
の
周
り
に
忍

び
寄
っ
て
お
り
、
一
度
だ
け
と
い
う
好
奇

心
や
遊
び
の
つ
も
り
で
も
、
薬
物
の
強
い

依
存
性
に
よ
っ
て
、
自
分
の
意
思
で
は
止

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

北
海
道
警
察
で
は
、
薬
物
密
売
組
織
の

壊
滅
と
密
輸
入
の
阻
止
、
密
輸
グ
ル
ー
プ

の
摘
発
と
組
織
壊
滅
に
全
力
を
挙
げ
て
い

ま
す
。



（９）
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
生
活
習

慣
病
の
早
期
発
見
や
予
防
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
元
気
で
い
き
い
き

健診
機関

健診月 健  診  日 （毎週水曜日）
日曜
健診

時  間

士
別
市
成
人
病
健
診
セ
ン
タ
ー

６月 ５日① 12日② 19日① 26日②  

①

　８:30男性

　９:30女性

 10:30女性

 ②

　８:30女性

　９:30男性

 10:30男性

７月 ３日① 10日② 17日① 24日② 31日①

８月 ７日② 14日① 28日②

９月 ４日① 11日② 18日① 25日② ８日②

10月 ６日①

1 1 月 は 健 診 日 程 な し

12月 ４日① 11日① 18日① 25日①

１月 15日① 22日① 29日① 26日②

２月 ５日①

士別市立あさひ

ク リ ニ ッ ク
健診日、 時間帯については、 申し込み時に随時調整

士別市国保特定健康診査
後期高齢者医療制度健康診査 共通日程表 〔Ａ〕

●士別市成人病健診センター（市立病院となり保健福祉センター3階）、
　士別市立あさひクリニックでの健診は事前予約が必要です。
●申込み先→士別市成人病健診センター(☎22-2600、または22-2655)
             士別市立あさひクリニック(☎28-3333)
　※①・②の日程は、それぞれ時間により男女が分かれています。
　※9月8日、10月 6日、1月26日の日曜健診は、後期高齢者医療被
　　保険者の方は受診できません。

会               場 健   診   日 時       間

出
張
所
・
周
辺
地
区

多寄研修センター
10 月２１日 （月）

8:00 - 9:30

中多寄総合会館 11:00 - 11:30

上士別構造改善センター
10 月２２日 （火）

8:00 - 9:30

成美自治会館 10:30 - 11:30

温根別出張所
10 月３１日 （木）

8:00 - 9:30

下士別自治会館 10:30 - 11:30

武徳自治会館
１１月８日 （金）

8:00 - 9:30

中士別自治会館 10:30 - 11:30

士別市保健福祉センター
　※特定健診と胃 ・ 肺 ・ 大腸の
     がん検診が同時にできます

６月２９日 （土） 7:00 - 10:00

１１月２３日 （土） 7:00 - 10:00

１１月２４日 （日） 7:00 - 10:00

朝
日
地
区

登和里コミュニティセンター
６月１８日 （火）

8:30 - 9:00

壬子生活改善センター 10:30 - 11:00

三栄公民館
６月１９日 （水）

8:30 - 9:00

サンライズホール 10:00 - 11:00

サンライズホール ６月２０日 （木） 8:30 - 10:30

サンライズホール ６月２１日 （金） 8:30 - 10:30

サンライズホール ８月１日 （木） 8:30 - 10:30

士別市国保特定健康診査
後期高齢者医療制度健康診査

共通日程表 〔Ｂ〕

 

年
に
一
回
は
健
診
を

後
期
高
齢
者
医
療

制

度

健

康

診

査

●　出張所地区、周辺地区、朝日地区での健診は予約の必要はありません。  
  直接会場にお越しください。（旭川市医師会の検診車による巡回方式です。）

　　※特定健診の対象者は、どなたでも上記の会場で受診することができ
  ますが、事前に職場等を通じて「受診券」をご用意ください。

と
過
ご
す
た
め
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
の
方
→
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い

る
方
（
個
別

に
健
康
診
査

受
診
券
を
送

付
し
ま
す
）

※
長
期
間
に
わ
た
っ
て
入
院
さ
れ
て
い
る

方
、
介
護
保
険
施
設
な
ど
に
入
所
中
の
方

は
、
健
康
診
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。

●
受
診
機
関
・
健
診
日
程

▼
士
別
市
成
人
病
健
診
セ
ン
タ
ー
・
士
別

市
立
あ
さ
ひ
ク
リ
ニ
ッ
ク
→
共
通
日
程
表

〔Ａ〕

▼
旭
川
市
医
師
会
（
検
診
車
で
の
巡
回
方

式
）
→
共
通
日
程
表

〔Ｂ〕

●
健
診
料
金
→
無
料

●
持
参
す
る
も
の
→
保
険
証
・
受
診
券

●
問
合
せ
→
▼
市
市
民
課
給
付
担
当
☎
内

線
２
１
０
７
▼
朝
日
総
合
支
所
地
域
住
民

課
☎

（28）
２
１
２
１
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災
害
に
備
え
て
、
「
い
ざ
と
い
う
時
に

自
分
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
」
と
普

段
か
ら
考
え
て
お
く
こ
と
は
、
緊
急
の
際

に
慌
て
ず
避
難
す
る
た
め
に
、
と
て
も
重

要
な
こ
と
で
す
。

　

今
月
か
ら
、
全
４
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
「
い

ざ
と
い
う
時
」
役
に
立
つ
防
災
の
豆
知
識

を
紹
介
し
ま
す
。

　

～
避
難
を
呼
び
か
け
る
情
報
～

①
避
難
指
示

　

市
は
、
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
極

め
て
高
い
場
合
、
被
災
の
お
そ
れ
が
あ
る

区
域
の
住
民
に
、
避
難
を
促
す
「
避
難
指

示
」
を
発
令
し
ま
す
。

②
避
難
勧
告

　

市
は
、
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
場
合
、
被
災
の
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
の

カ レラメ ポ － ト

住
民
に
、
避
難
を
促
す
「
避
難
勧
告
」
を

発
令
し
ま
す
。

③
避
難
準
備
情
報

　

市
は
、
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指
示
」

の
発
令
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
事
前
に

「
避
難
準
備
情
報
」
を
発
令
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

「
避
難
準
備
情
報
」
が
発
令
さ
れ
た
時

点
で
、
避
難
を
想
定
し
て
持
出
品
な
ど
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
薬
を
常
飲
し
て
い

る
方
は
、
お
薬
手
帳
も
あ
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。

　

子
ど
も
や
お
年
寄
り
、
身
体
に
障
が
い

が
あ
る
方
な
ど
、
避
難
に
時
間
が
か
か
る

方
は
「
避
難
準
備
情
報
」
が
発
令
さ
れ
た

時
点
で
、
指
定
の
避
難
所
へ
避
難
を
始
め

て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
予
測
不
能
な
突
発
的
な
災
害

な
ど
、
「
避
難
準
備
情
報
」
の
発
令
を
待

た
ず
、
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指
示
」

を
発
令
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
く
、
最
も
危・
・
・
・
・
・
・
・
・

険
で
緊
迫
し
て
い
る

際・
・
・
・
・
・

に
発
令
す
る
「
避
難
指
示
」
に
つ
い
て

も
、
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
準
備
情
報
」

発
令
後
と
は
限
ら
ず
、
突
発
の
災
害
時
な

ど
は
、
急
き
ょ
発
令
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。　
　

▲昭和 50 年８月台風６号で増水した犬牛別川

防 災 豆 知 識
①

　平成 25 年度科学技術分野の文部科学

大臣創意工夫功労者賞として、士別市

から５人の方が受賞され、牧野市長か

ら賞状と記念品が伝達されました。

　受賞者は、前列左から五十嵐義昭さ

ん、中野信芳さん、佐藤豊さん、後列左

から長谷川健さん、井手一則さんです。

４/24

５/19
創意工夫功労者賞伝達式

しべつわんぱくフェスティバル

　子どもたちの手づくりのお祭り「しべつ

わんぱくフェスティバル」が開催されまし

た。晴天にも恵まれ、会場内はたくさんの

子どもたちや親子でにぎわいました。

瞬
時
に
起
こ
る
自
然
災
害
…
あ
な
た
は
想
定
で
き
ま
す
か



診  療  科 月 火 水 木 金 留　意　事　項

内  

科

一　般
午前 － － ○ ○ － 月曜日の午前・火曜日の午後は糖尿病専門外来です。

（予約診療）午後 － － － － －

循環器
午前 ○ ○ ○ ○ ○

第３火曜日はペースメーカー外来です。（予約診療）
午後 － － － － －

消化器
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 － － － － －

精 神 神 経 科
午前 － ○ ○ － ○ 水・金曜日の午後の受付は、午後１時 30 分までです。

火曜日は隔週診察です。（受診前に確認してください）午後 － － ○ － ○

小 児 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○ 午後の診察は午後１時から午後４時までです。

水曜日の午後は予防接種です。午後 ○ ○ － ○ ○

外 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○
午後 － － － － －

整 形 外 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○ 午前 10 時から正午までは、病棟回診のため先生が１名です。

午後の診察は３時 30 分からです。（受付は３時まで）
火曜日の午後は脊椎専門外来です。（予約診療）午後 ○ － － － ○

皮 膚 科
午前 ○ － ○ － －
午後 ○ － ○ － －

泌 尿 器 科
午前 － － － ○ －
午後 － － － ○ －

婦 人 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○ 水曜日の午後は予防接種・産後１カ月健診・赤ちゃ

ん健診です。（予約制）午後 ○ ○ － ○ ○

眼 科
午前 ○ － ○ － ○ 水曜日の午後は予約検査の日です。

木曜日の診察は午後２時からです。午後 ○ － － ○ －

耳 鼻 咽 喉 科
午前 － － － － －

診療時間は午後２時から４時までです。
午後 － － － － ○

麻 酔 科
午前 ○ ○ － ○ －
午後 － － － － －

療 養 診 療 科
午前 － － － － －

診療時間は午後１時 30 分から４時までです。
午後 ○ ○ － ○ －

診  療  科 月 火 水 木 金 留　意　事　項
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受付時間
【午前診療】午前８時45分 から 午前10時59分

【午後診療】午前11時 から 午後 3 時（小児科は午後４時まで）

平成 25 年    ６月 士別市立病院受診案内平成 25 年    ６月 士別市立病院受診案内 ☎ 23-2166

受診の際は必ず
保険証を提示し
てください。

◇不活化ポリオワクチンの追加接種について
　平成 24 年９月から、定期予防接種のポリオワクチンが「生
ワクチン」から「不活化ワクチン」へと変更になりました。
　なお、接種方法も、集団接種から個別接種方式に変更になっ
ています。
　初回接種終了後から、６カ月以上の間隔をあければ追加接
種が可能ですが、標準的な接種間隔としては、「12 カ月から
18 カ月の間」となっていますので、この間で接種されますよ
うお知らせいたします。
　また、平成 24 年８月以降に生まれた方は、ポリオを含む
四種混合ワクチンを実施していますので、ポリオワクチンの
みの接種については対象外です。
　予防接種に関する相談・お問い合せは、保健福祉センター
または、朝日総合支所地域住民課にお願いします。

　６月 28 日から７月14 日まで、保健福祉セン
ター・朝日総合支所・温根別、多寄、上士別の
各出張所において、がん検診を実施します。
　詳しい日程は、５月１日広報と同梱の健診チ
ラシ（黄紙）で確認ください。
　●申込み・問合せ
　→市保健福祉センター   ☎（２２）２４００

６月分日曜・祝日当番医
２日→寺田医院　☎ 23-2046
９日→吉田医院　☎ 22-0222
16 日→しべつ内科クリニック
　　　　　　　　☎ 23-2525
23 日→松塚医院 ☎ 23-1212
30 日→多寄医院 ☎ 26-2106

※上記のほか、２日・９日・16日・

23日・30日は市立病院です。

保健福祉センターからのお知らせ 胃がん肺がん
大腸がん検診のお知らせ

●問合せ→市保健福祉センター　　　☎（２２）２４００
　　　　　朝日総合支所地域住民課　☎（２８）２１２１
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日
曜

日
月

曜
日

火
曜

日
水

曜
日

木
曜

日
金

曜
日

土
曜

日

２８
２９

3
0

３
１

１

２
天

塩
岳

山
開

き
登

山【
お

知
ら

せ
版

】

３
栄

養
相

談【
お

知
ら

せ
版

】
特

設
人

権
心

配
ご

と
相

談
所

開
設【

お
知

ら
せ

版
】

４
児

童
相

談
所

巡
回

相
談

P
16

５
楽

し
い

子
ど

も
か

る
た

教
室

第
１

回
【

お
知

ら
せ

版
】

６
運

転
免

許
更

新
時

講
習（

優
良

・
違

反
）【

お
知

ら
せ

版
】

７
８

９
１０

１１
１２

「
ゆ

ら
」の

職
員

が
訪

問
し

ま
す

Ｐ
17

１３
栄

養
相

談【
お

知
ら

せ
版

】
運

転
免

許
更

新
時

講
習（

一
般

）【
お

知
ら

せ
版

】

１４
学

校
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
申

込
締

切
 P

18
サ

ー
ク

ル
メ

イ
ト

掲
載

申
込

締
切

 P
18

１５
お

父
さ

ん
Ｄ

Ａ
Ｙ

 P
17

地
質

め
ぐ

り
Ｐ

18

１６
よ

み
き

か
せ

会
 P

19
無

料
法

律
相

談
P

20

１７
水

質
検

査
P

20

１８
１９

学
校

開
放

講
座

受
付

開
始

（
７

月
５

日
ま

で
） 

P
19

多
重

債
務

・
金

融
一

般
相

談
会

 P
21

２
０

運
転

免
許

更
新

時
講

習（
優

良
・

初
回

）【
お

知
ら

せ
版

】
多

重
債

務
・

金
融

一
般

相
談

会
 P

21

２
１

散
歩

に
で

か
け

よ
う

 P
17

２
２

２３
男

女
共

同
参

画
週

間
（

～
29

日
ま

で
） 

P
15

植
物

パ
ラ

タ
ク

ソ
ノ

ミ
ス

ト
養

成
講

座
Ｐ

18

２４
市

議
会

報
告

会（
～

28
日

ま
で

） 
P

６
士

別
ハ

ー
フ

マ
ラ

ソ
ン

大
会

申
込

締
切

 P
６

２５
簡

単
ハ

ン
ド

ワ
ー

ク
 P

17
出

張
年

金
相

談
P

20

２６
簡

単
ハ

ン
ド

ワ
ー

ク
 P

17
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
チ

ャ
レ

ン
ジ

士
別

大
会

 P
19

２
７

市
長

室
開

放
事

業
 P

６
簡

単
ハ

ン
ド

ワ
ー

ク
 P

17
赤

ち
ゃ

ん
★

ち
び

っ
こ

よ
み

き
か

せ
会

 P
19

２
８

児
童

手
当

現
況

届
提

出
期

限
 P

16

２
９

よ
み

き
か

せ
会

 P
19

３
０

士
別

ビ
ー

ト
ま

つ
り

 P
21

広
報

カ
レ

ン
ダ

ー

こ
の

ペ
ー

ジ
を

と
り

出
し

て
お

使
い

く
だ

さ
い

こ
の

ペ
ー

ジ
を

と
り

出
し

て
お

使
い

く
だ

さ
い

カ レ ン ダ ー の 内 容 は 、 ５ 月 ２ 日 現 在 の 情 報 を も と に 作 成 し て い ま す 。

内 容 が 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す が ご 了 承 く だ さ い 。

よ
ち
よ
ち
(前

・後
)

「
広

報
し

べ
つ

」
で

お
知

ら
せ

し
た

行
事

や
イ

ベ
ン

ト
を

カ
レ

ン
ダ

ー
に

ま
と

め
ま

し
た

。
こ

の
ペ

ー
ジ

だ
け

を
取

り
出

し
、

手
元

に
置

い
て

お
使

い
く

だ
さ

い
。

 

よ
ち
よ
ち
(午

前
)

よ
ち
よ
ち
(午

前
)

よ
ち
よ
ち
(前

・後
)

よ
ち
よ
ち
(午

前
)

６
月

６
月

　 　　
◆

平
均

気
温

　1
6

.1
℃

(2
4
年

６月
平

均
)

　　
◆

日
の

出
　　

３
時

5
0

分
（2

5
年

６月
１日

）
　　

◆
日

の
入

 1
9

時
0
7

分
（2

5
年

６月
１日

）
水

無
月

水
無

月
　の

気
象

 《
カ

レ
ン

ダ
ー

の
み

か
た

》

　
そ
れ
ぞ
れ
の
日
に
ち
に
行
わ
れ
て
い
る
行
事

や
イ
ベ
ン
ト
名
と
、
紙
面
で
紹
介
し
て
い
る
ペ
ー

ジ
番
号
を
記
載
し
て
い
ま
す
。（
【
お
知
ら
せ
版
】

と
あ
る
の
は
前
月
号
の
お
知
ら
せ
版
に
記
載
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(午

前
)

よ
ち
よ
ち
(午

前
)

よ
ち
よ
ち
(午

前
)

よ
ち
よ
ち
(前

・後
)

よ
ち
よ
ち
(午

前
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

・後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

・後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

ぴ
よ
ぴ
よ（

午
後
）

◆
　
　
　
 は

、「
ゆ
ら
」
で
実
施
の
『
よ
ち
よ
ち
広
場
』 
｡
対
象
は
０
歳
～
就
学
前
の
親
子

よ
ち
よ
ち

ぴ
よ
ぴ
よ

◆
実

施
時

間
を

、
午

前
・

午
後

で
表

示
　（

午
前

）
は

９
時

30
分

～
正

午
。
（

午
後

）
は

１
時

～
４

時
　（

前
・

後
）

は
午

前
と

午
後

の
実

施

◆
　
　
　
 は

、「
ゆ
ら
」
で
実
施
の
『
ぴ
よ
ぴ
よ
広
場
』 
｡
対
象
は
０
歳
児
親
子

「
よ
ち
よ
ち
」
と
「
ぴ
よ
ぴ
よ
」
の
み
か
た

17
ペ
ー
ジ
も
参
照

し
て
く
だ
さ
い

17
ペ
ー
ジ
も
参
照

し
て
く
だ
さ
い

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(前

･後
)

よ
ち
よ
ち
(午

前
)

よ
ち
よ
ち
(前

・後
)

よ
ち
よ
ち
(午

前
)
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  士別観光協会は、 ６月１日から、 旧北星信用金庫士別
中央営業部 （ふれあい館） に移転して業務を行います。

連絡先
　住所　士別市大通西８丁目
 　　　　　　 ☎ 29-2225
　e-mail
　　tourasso@snow.plala.or.jp
開設時間
◆夏季 （10 月末まで）
　月～金　8:30～19:00（観光協会職員が常駐）
　土・日・祝日　10:00 ～ 19:00 （観光ボランティアが常駐）

◆冬季 （11 月１日～）
  月～金　8:30～17:30（観光協会職員が常駐）
　土・日・祝日　休館 （不在）

市民のひろば市民のひろば
第 5 回

　これからの季節は、北海道の観光シー
ズン最盛期です。

　今回は、士別の観光案内のリーダー
を紹介します。６月からは、士別の観
光案内体制が大きく変わります。

士別観光ボランティア

　　　　　　ガイドの会

代表者 ：  会長　楠本　克宏さん
会員数 ：  20 人
設　立 ：  平成９年
連絡先 ：  士別観光協会 ☎29-2225

Ｑ１　会の概要を教えてください。

　　おもてなしの心を基本に、 市内のイベ
ントや名所、 史跡などを、 市内外の方に理
解してもらう目的で設立されました。
　　ガイドは、 市の歴史や公共施設、 市内
のことを研修してから活動しています。 ま
た、 ガイドとなってからも、 新しい施設な
どは随時勉強しています。

Ｑ２　活動状況を教えてください。

　　市民や市民以外の方から依頼を受けて行
うガイドのほかにも、 様々な活動をしてい
ます。代表的な活動は、次のようなものです。

①　ハーフマラソン大会会場での案内所設置
②　好評の「士別再発見の旅」バスツアーの開催
③　市内外で配布する士別市観光ガイドの発行
④　天塩川まつり、雪まつりなどへの参加・協力
⑤　カラーコピーの写真展や士別駅での展示
⑥　羊と雲の丘などの観光施設整備への参加
⑦　月例会や研修会

　　など、 幅広く、 活発に活動しています。
　　イベントなどでは、トレードマークの「赤
いブレザー」を着用しているガイドを見か
けた人も多いのでは。

Ｑ３　ガイドの対象者と費用は。

　　ガイドの対象は、 市内でのイベントや
集会、 クラス会、 同期会、 ふるさとを再
発見しようとするグループなどです。
　　市民でも、 市民以外でも利用できます。
10 人以上の団体やグループを対象とし
ていますが、 人数などはご相談ください。
　　費用は無料です。 移動手段 （バスなど）
は依頼者側で用意してください。

Ｑ４　これからの観光シーズン、新たな拠点で
　　活動すると聞きましたが。

　　６月から 10月末までの土曜 ・日曜 ・祝日は、
旧北星信金ふれあい館に常駐してガイドする体
制を整えます。 この期間中は、 午前 10時から
午後７まで、 ガイドが常駐して対応します。

　　これまで手薄だった土 ・ 日 ・ 祝日の電話問
合せなどには、 私たちガイドが対応します。
　　また、 実際に士別へ来られたお客様には、
窓口で観光や食事、 宿泊、 士別の特産品の案
内など、 さまざまなリクエストに応えます。

　　観光シーズンを目前にして、 士別の観光案
内体制が強化されます。 自分のまちを誇れる
活動ができるガイドとして、 一緒に活動しま
せんか。 会員は随時募集中です。

ガ
イ
ド
が
常
駐
す
る
体
制
へ

ガ
イ
ド
が
常
駐
す
る
体
制
へ

ガ
イ
ド
の
会
・
観
光
協
会
が
入
る
「
ふ
れ
あ
い
館
」

お 知 ら せ

〔写真〕羊と雲の丘で
ガイドする様子(下)
と平成24年の総会終
了後(左)

▼
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来たれ！第７回翔雲祭
７月５日㈮～７日㈰  翔雲高校が燃える

編集～三和亜美佳さん
　　　（翔雲高校３年）

このページは士別翔雲高校新聞局が編集しました。

　

７
月
５
日
（
金
）
か
ら
７
日
（
日
）

ま
で
の
３
日
間
、
士
別
翔
雲
高
校

に
お
い
て
第
７
回
翔
雲
祭
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
行
灯
行
列
や
ク
ラ
ス
パ

ビ
リ
オ
ン
、
ク
ラ
ス
対
抗
歌
合
戦

な
ど
の
文
化
祭
、
そ
し
て
、
体
育

祭
や
実
習
販
売
会
・
模
擬
店
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に

ぜ
ひ
ご
来
校
い
た
だ
き
、
お
楽
し

み
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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■ 男女共同参画をもっと身近に

　平成 11年 6月 23日に「男女共同参画社会基本法」が施行されたこ

とから、毎年 6月 23日から 29日までの１週間は「男女共同参画週間」

とされています。期間中、男女共同参画への理解を深めるためのさま

ざまな取り組みが全国的に行われています。

■ 士別市の取り組み

　士別市でも、平成 25年 3月に策定した「男女がともにきらめくまちプラン～第 2期士別市男女共同

参画行動計画～」に基づき、市民・事業者・関係団体や関係機関の皆さんと連携・協働を図りながら、

男女共同参画社会の実現をめざした取り組みを進めます。　

　平成 25年度は、この計画に基づいて、「男女がともにいきいきと働ける職場づくり」をめざして、企

業や事業所・団体等に対する啓発を行うほか、女性の社会参画の機会の拡大や女性人材の発掘・育成に

取り組みます。

平成 25 年度男女共同参画週間キャッチフレーズ

　男女共同参画社会を実現するためには、職場

においても、男女が対等なパートナーとして働

くことができるよう、また、仕事と家庭生活や

地域活動などのバランスをとりながら安心して

働くことができるよう、企業の理解と取り組み

が必要です。

　士別市「平成 23 年度労働状況実態調査」によ

れば、育児休業制度の導入事業所は、事業所全

体の 50.6%、介護休業制度は

41.3% で、事業所の規模が小

さいほど導入が遅れている

という結果でした。

　男女が対等なパートナー

として働くことのできる職場環境づくりに向け

て、雇用機会の確保や待遇改善などについての

企業の理解と協力を求めるために、市内の事業

所を訪問させていただきます。　企業の皆様の

ご理解とご協力をよろしくお願いします。

男女がともにいきいきと働ける職場づくりを

事業所を訪問します！
　士別市では、市の各種審議会・委員会委員への
女性登用率を 40％に設定し、女性委員の登用拡大
を図ってきました。この結果、平成 25 年４月の委
員改選において、目標の 40% に達しました。
　市民の半数以上は女性であり、政策の影響を受
ける半数も女性であることなどから、今後も引き
続き、各種審議会・委員会委員への女性の登用率
拡大をめざしてまいります。

審議会 ・ 委員会等委員への女性登用率

４０％の目標を達成 !

　平成 25 年のＮＨＫ大河ドラマ「八重の桜」の主
人公で同志社を創立した新島襄の妻・新島八重が、
激動の時代を自分らしくまっすぐ生き抜いたその
生き方から「元祖・ハンサムウーマン」として、今、
注目されています。
　士別市にも、各分野で活躍するパワフルで、輝
いている素敵な女性がたくさんいます。
　市では、今後、そのような輝く女性の皆さんを「し
べつ版ハンサムウーマン」として広く募集し、市
民にご紹介したいと考えています。
　詳細については、今後お知らせしてまいります。

ハンサムウーマンが注目されています

男女共同参画社会づくり　 № 90

一人ひとりがきらめくまちをめざして

男女共同参画社会づくり　 № 90

一人ひとりがきらめくまちをめざして

６月23日（日）～29日（土）は

男女共同参画週間です
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こ
ど
も
・
子
育
て

  

応
援
室
だ
よ
り

忘
れ
ず
に
提
出
を

児

童

手

当

の

現

況

届

　　

児
童
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
１
回
、
市

に
現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
届
出
を
お
こ
た
る
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

提
出
が
必
要
な
方
に
は
、
６
月
上
旬
ま

で
に
届
出
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必

ず
期
限
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
方
法
→
市
こ
ど
も
・
子
育
て
応
援

室
ま
た
は
朝
日
総
合
支
所
地
域
住
民
課
、

各
出
張
所
で
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
の
申
請
と
な

り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

 

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し(

国
民

年
金
加
入
の
方
は
不
要)

 

・
請
求
者
名
義
の
金
融
機
関
通
帳
の
写
し

 

・
印
鑑

 

・
所
得
証
明
書(

平
成
25
年
１
月
１
日
に

士
別
市
に
在
住
し
て
い
な
か
っ
た
方
の

み)※
所
得
証
明
書
は
、
以
前
住
ん
で
い
た
市

町
村
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
書

類
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
期
間
→
６
月
28
日
（金）
ま
で

▽
問
合
せ
→
市
こ
ど
も
・
子
育
て
応
援
室

☎
内
線
２
１
３
７

子
ど
も
の
発
達
に
不
安
を
感
じ
た
ら

巡

回

相

談

の

ご

利

用

を

　　

子
ど
も
の
発
達
が
気
に
な
っ
た
ら
、
旭

川
児
童
相
談
所
の
児
童
福
祉
司
と
判
定
員

に
よ
る
発
達
の
相
談
や
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
巡
回
相
談
の
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
平
成
25
年

６
月
４
日
（火）
・
７
月
２
日
（火）

７
月
24
日
（水）
・
８
月
21
日
（水）

９
月
25
日
（水）
・
10
月
16
日
（水）

10
月
30
日
（水）
・
11
月
６
日
（水）

12
月
３
日

（火）
・
12
月
４
日
（水）

▽
平
成
26
年

１
月
21
日
（火）
・
１
月
22
日
（水）

２
月
４
日
（火）
・
２
月
５
日
（水）

●
会
場
→
市
こ
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー
の
ぞ

み
園(

東
５
条
北
５
丁
目)

●
相
談
料
→
無
料

●
申
込
み
・
問
合
せ
→
市
こ
ど
も
・
子
育

て
応
援
室
☎
内
線
２
１
３
８

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

つ
ど
い
の
広
場

「
き
ら
」
・
「
き
ら 

あ
さ
ひ
」

　　

「
き
ら
」
は
、
遊
び
の
場
・
交
流
の
場
・

情
報
交
換
の
場
と
し
て
開
放
し
て
い
ま

す
。

●
対
象
→
お
お
む
ね
０
～
３
歳
児
の
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者

●
利
用
方
法
→
ど
な
た
で
も
自
由
に
利
用

で
き
ま
す
。
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

●
利
用
料
→
無
料

▽
「
き
ら
」

●
開
館
日
時
→
毎
週
月
曜
日
～
土
曜
日

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
３
時

●
休
館
日
→
日
曜
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年

始
・
特
別
休
館
日

●
会
場
→
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
「
い

ぶ
き
」
２
階

●
問
合
せ
→
つ
ど
い
の
広
場
「
き
ら
」
☎

(

23)

０
７
８
９

▽
「
き
ら　

あ
さ
ひ
」

●
開
館
日
時
→
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜

日　

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
３

時●
休
館
日
→
水
・
土
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
・

年
末
年
始

●
会
場
→
朝
日
総
合
支
所　

１
階
和
室

●
問
合
せ
→
つ
ど
い
の
広
場
き
ら
「
あ
さ

ひ
」
☎(

28)

２
１
２
１(

朝
日
総
合
支

所
地
域
住
民
課)

「きら」のようす

「きら あさひ」のようす



【簡単ハンドワーク】

●日時→６月 25 日 ( 火 ) ～ 27 日（木）午前９時 30 分

●内容→お花の飾り物づくり

※事前申込みが必要です。

【散歩にでかけよう】

●日時→６月 21 日 ( 金 ) 午前 10 時

●会場→水郷公園（ＳＬ機関車がある公園側駐車場に集合）

【お父さんＤＡＹ】

月１回土曜日に「お父さんＤＡＹ」を設けました。

普段ゆらに来れないお父さんも一緒に遊びませんか。

●今月お父さんＤＡＹ→６月 15 日 ( 土 )

【皆さんのところにお伺いします！】

ゆらの職員が定期的に皆さんの地区にお伺いし、

手づくりおもちゃの紹介や絵本の読み聞かせなどを

行います。

●今月の訪問→６月 12 日 ( 水 )　午前 10 時～ 11 時 30 分

　サウスタウン青葉集会所

※申込み・問合せ

　市子育て支援センター「ゆら」☎（26）7202

 　

保
護
者
の
方
々
が
つ
く
っ
た
「
子
育
て
川
柳
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

　

川
柳
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

鼻
ち
ょ
う
ち
ん 

怒
っ
て
い
た
の
に 

笑
っ
ち
ゃ
う↑上のＱＲコードから

「ゆらゆら通信」を見ることが
できます。
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応援室のページ

 

子 

育 

て 

川 

柳

齋さ

い

と

う藤　

来ら

い

と翔 

く
ん　

（
３
歳
８
か
月
）

　このコーナーでは、１歳から４歳くらいのかわいい盛りのお

子さんを紹介しています。お気軽にお申し込みください。なお、

申し込み状況によっては、取材にうかがうまでにお待ちいただ

くこともあります。ＦＡＸやメールで申し込む場合は、必ず住所・

世帯主氏名・電話番号の記載をお願いします。

●問合せ→市秘書広報課

　電　話：内線 2005 ／ＦＡＸ：(22)1934

　メール：hishokohoka@city.shibetsu.lg.jp

子
ど
も
の
権
利
Ｑ
＆
Ａ
⑲

４
月
１
日
か
ら
「
士
別
市
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る

条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

【Ｑ 22】条例の基本

的な考え方とは？

【Ａ 22】①子どもの

最善の利益を第一に

考えること②子ども

一人ひとりを権利の

主体として尊重する

こと③子どもの生き

るよろこびを育むた

め、その気持ちや考

え、行動する力を大

切にすること④子ど

もの年齢や発達に応

じた支援をすること

⑤子どもと大人の信

頼関係を基本に、地

域全体で子どもにや

さしいまちづくりを

推進すること。

　以上の５点を示し

ています。

♥ママからのMessage ♥
　いつも元気に走り回ったり、野球やサッカー
をしたりするのが大好きな男の子です。ケガを
しないか心配する毎日…。
　強くて思いやりのある優しい子に育ってほし
いです。

今
月
の

　

士
別
っ
子
♪



募
集
し
て
い
ま
す

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

士
別
市
学
校
支
援
地
域
本
部
実
行
委
員

会
で
は
、
市
内
小
中
学
校
の
水
泳
授
業
の

お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
後
、
学
校
の
希
望

に
応
じ
て
教
育
委
員
会
か
ら
連
絡
が
入

り
、
活
動
日
を
調
整
し
ま
す
。

●
対
象
→
市
民

●
内
容
→
水
泳
授
業
の
児
童
生
徒
の
指

導
・
指
導
補
助

●
活
動
場
所
→
お
も
に
南
郷
プ
ー
ル

●
資
格
→
不
問

●
締
切
り
→
６
月
14
日
（金）

●
申
込
み
→
士
別
市
学
校
支
援
地
域
本
部

実
行
委
員
会
事
務
局(

市
教
育
委
員
会
社

生
涯
学
習
情
報

生涯学習のページ
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会
教
育
課)

☎
内
線
３
２
４
１

※
昨
年
ま
で
に
登
録
し
て
い
る
方
は
、
新

た
な
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
活
動
日
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

に
加
入
し
ま
す
。(

登
録
者
の
保
険
料
の

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。)

各
種
団
体
の
み
な
さ
ま
へ

サ
ー
ク
ル
メ
イ
ト
を
作
成
中
！

　

教
育
委
員
会
で
は
、
社
会
教
育
団
体
名

簿
「
サ
ー
ク
ル
メ
イ
ト
」
を
作
成
し
、
各

種
団
体
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
版
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
団
体
に
は
、
引
き
続
き
平
成
25
年
度

版
に
も
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
案

内
を
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
届
い
て
い
な

い
団
体
や
、
新
た
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
団
体
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
締
切
り
→
６
月
14
日
（金）

●
問
合
せ
→
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
内
線
３
２
４
１

博

物

館

６

月

の

予

定

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ(

22)

３
３
２
０

　
▽
地
質
め
ぐ
り　
　

　

市
内
の
露
頭(

地
層
の
断
面
が
あ
ら
わ

に
な
っ
て
い
る
場
所)

を
バ
ス
で
回
り
な

が
ら
、
岩
石
の
採
集
な
ど
を
行
い
、
地
質

の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
日
時
→
６
月
15
日
（土）
午
前
10
時
～
午
後

４
時(

午
前
９
時
50
分
ま
で
に
市
役
所
前

駐
車
場
集
合)

●
観
察
地
→
士
別
市
内

●
講
師
→
石
井
彰
洋
氏
・
岡
本
研
氏

●
対
象
・
定
員
→
市
民
30
名

※
観
察
地
を
自
力
で
徒
歩
で
移
動
で
き
る

方
に
限
り
ま
す
。

※
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
と
し

ま
す
。

●
参
加
費
→
無
料

●
服
装
→
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
帽
子
・
長

靴
・
軍
手
・
雨
が
っ
ぱ(

屋
外
活
動
を
行

い
や
す
い
服
装)

●
持
ち
物
→
昼
食
・
飲
み
物
・
虫
除
け
ス

プ
レ
ー

●
締
切
り
→
６
月
11
日
（火）

●
申
込
み
・
問
合
せ
→
市
立
博
物
館
☎

(

22)

３
３
２
０

▽
植
物
パ
ラ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ス
ト
養
成
講
座

　

植
物
の
観
察
の
方
法
や
植
物
図
鑑
の
検

索
の
方
法
、
植
物
標
本
の
つ
く
り
方
を
野

外
に
出
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
な

が
ら
身
に
つ
け
ま
す
。

●
日
時
→
６
月
23
日
（日）
午
前
10
時
～
午
後

５
時　

●
場
所
→
市
立
博
物
館
周
辺(

グ
リ
ー
ン

ス
ポ
ー
ツ)

●
講
師
→
持
田
誠
氏(

帯
広
百
年
記
念
館

学
芸
調
査
員)

●
対
象
・
定
員
→
中
学
生
以
上
15
名

●
参
加
費
→
無
料

●
服
装
→
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
帽
子
・
長

靴
・
軍
手
・
雨
が
っ
ぱ

●
持
ち
物
→
虫
除
け
ス
プ
レ
ー

●
締
切
り
→
６
月
18
日
（火）

●
申
込
み
・
問
合
せ
→
市
立
博
物
館
☎

(

22)

３
３
２
０

※
い
ず
れ
も
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
で

す
。

生
涯
学
習
情
報

昨年の活動のようす

放送大学 10 月入学生募集

　放送大学はテレビなどの放送や
インターネットで授業を行う通信
制の大学です。
　心理学・福祉・経済分野など約
300 科目のなかから、関心のある
１科目のみでも選ぶことができま
す。
○授業料→半年間で１科目 11,000
円（教材費込み）
○締切り→８月 31 日 ( 土 ) まで
○問合せ→放送大学北海道学習セ
ンター☎ 011(736)6318
※放送大学ホームページでも受け
付けています。

平成 23 年度版
サークルメイト

（
＊
）

＊「パラタクソノミスト」とは、学術標本やサンプルなどを正しく見分け扱うことができる人のことで、環境調査や　　
　環境教育の現場において必要とされる人材です。日本語では「標分類学者」といいます。
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ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

士
別
東
高
校
「
学
校
開
放
講
座
」

　　

士
別
東
高
校
の
教
員
が
、
市
民
の
方
を

対
象
に
「
学
校
開
放
講
座
」
を
開
催
し
ま

す
。

▽
現
代
社
会
と
倫
理

　

現
代
社
会
に
お
け
る
哲
学
の
役
割
や
、

脳
死
と
臓
器
移
植
、
尊
厳
死
な
ど
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

●
日
時
→
７
月
29
日
（月）
午
前
９
時
～
午
後

０
時
10
分

●
参
加
料
→
無
料

▽
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

親
子
で
調
理
す
る
こ
と
を
と
お
し
て
、

料
理
を
楽
し
み
、
食
べ
物
を
大
切
に
す
る

心
を
養
い
ま
す
。

●
日
時
→
７
月
30
日
（火）
午
前
10
時
30
分
～

午
後
１
時

●
参
加
料
→
１
組
３
０
０
円

●
定
員
→
４
組(

子
ど
も
は
兄
弟
で
参
加

で
き
ま
す
。)

※
傷
害
保
険
は
各
自
で
対
応
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間
→
い
ず
れ
も
６
月
19
日
（水）
～

７
月
５
日
（金）

○
申
込
み
・
問
合
せ
→
士
別
東
高
校
☎

(

24)
２
１
４
５

【今月のよみきかせ会】
　どなたでも参加できますので、お気軽にご参加ください。

①よみきかせ会

●日時→６月 16 日 ( 日 )・29 日 ( 土 ) 午前 11 時～ 11 時 30 分

●会場→図書館読みきかせ室 (２階 )

②赤ちゃん★ちびっこよみきかせ会

●日時→６月 27 日 ( 木 ) 午前 10 時 30 分～ 11 時

●会場→生涯学習情報センター託児室（２階）

【インターネット予約サービス】
　図書館の蔵書検索画面から、インターネットを通じて、貸出

中の資料に予約することができるサービスです。館内の検索機、

携帯電話、ご自宅のパソコンなどからご利用いただけます。

　事前に登録が必要になりますので、ご希望の方は、市立図書

館、朝日図書室、各出張所窓口、移動図書館バスでお申し込み

ください。

【新着図書】
◎夢幻花　　　　　　　　　東野 圭吾（ひがしの けいご）

◎陽炎の門　　　　　　　　葉室 麟（はむろ りん）

◎鬼風　　　　　　　　　　鳥羽 亮（とば りょう）

◎幸村去影　　　　　　　　津本 陽（つもと よう）

◎天皇 (みかど )の刺客　　澤田 ふじ子（さわだ ふじこ）

◎色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年

　　　　 　　　　　　　　 村上 春樹（むらかみ はるき）

◎手のひらの砂漠　　　　　唯川 恵（ゆいかわ けい）

◎心　　　　　　　　　　　姜 尚中（かん さんじゅん）

◎銀行支店長、走る　　　　江上 剛（えがみ ごう）

◎世界中で迷子になって　　角田 光代（かくた みつよ）

◎ごはんぐるり　　　　　　西 加奈子（にし かなこ）

図書館 からのお知らせ

この大会は、日本陸上界のトップアスリートの強化を目的に
道内４市 (士別・深川・網走・北見 )で開催されます。
各選手は自己記録の更新をめざし、迫力あるレースを展開し
ます。多数のご来場・ご声援をお待ちしています。

●日　時→６月 26 日 ( 水 ) 午後３時～７時（予定）
●会　場→士別市陸上競技場
●入場料→無料
●問合せ→市教育委員会スポーツ課☎内線 3223・3225

日本陸上界トップアスリートが集結！

ディスタンスチャレンジ士別大会

宝くじ文化公演
サンライズホール第 307 回自主企画事業

加藤健一事務所「モリー先生との火曜日」

　スポーツライターとして第一線で活躍するミッチ ( 加
藤義宗）は、ある日偶然見ていたテレビで、大学時代の
恩師モリー・シュワルツ教授（加藤健一）がルー・ゲーリッ
ク病（筋萎縮性側索硬化症 / ＡＬＳ）という難病である
ことを知る。
　ミッチは、余命わずかのモリーと 16 年ぶりの再会を果
たし、毎週火曜日「人生の意味」を説く、モリー先生最
後の講義が始まる。
　講義のテーマは「死」「恐れ」「老い」「欲望」「結婚」「家
族」「社会」「許し」「人生の意味」など…
　舞台俳優として進境著しい加藤義宗が、加藤健一との
真っ向勝負の二人芝居に挑戦！

●日時→８月８日 (木 )午後６時 30 分開場・７時開演
●会場→あさひサンライズホール
●チケット→前売 2,000 円（当日 2,500 円）全席自由　
●主催→士別市・士別市教育委員会・北海道・( 財 ) 自
治総合センター
※乳幼児・未就学児の同伴・入場はご遠慮ください。
※宝くじの助成により、特別料金となっています。

☎ (29)2153

発売中！

○キャスト：加藤健一・加藤義宗
○宣伝写真：石川　純
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６月の紙類収集日

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

無

料

法

律

相

談

●
日
時
→
6
月
16
日

（日）
・
７
月
７
日

（日）
午

前
11
時
～
午
後
２
時

●
会
場
→
市
役
所
来
賓
室(

２
階)

●
締
切
り
→
そ
れ
ぞ
れ
６
月
14
日

（金）
・
７

月
５
日

（金）
ま
で

●
定
員
→
10
人

●
受
付
→
環
境
生
活
課
☎
内
線
２
２
２
３

専
門
員
が
お
受
け
し
ま
す

出

張

年

金

相

談

●
日
時
→
６
月
25
日

（火）
午
前
10
時
～
午
後

４
時
30
分(

完
全
予
約
制)

●
会
場
→
士
別
商
工
会
館

●
予
約
申
込
→
旭
川
年
金
事
務
所
☎

０
１
６
６(

72)

５
０
０
４

士
別
に
出
向
き
ま
す

名

寄

保

健

所

水

質

検

査

●
日
時
→
６
月
17
日

( 月 )
午
前
10
時
～
正
午

●
会
場
→
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
べ
つ

※
検
査
は
有
料
で
専
用
容
器
が
必
要
で

す
。
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
→
名
寄
保
健
所
☎
０
１
６
５
４

(

３)

３
１
２
１

公営住宅入居者募集！

　「もみじ団地」・「三望台団地」の、入居申込みを随時受付中です。
詳細は担当までご確認ください。
●申込条件→①住宅に困窮している方（持家が無い方）
　　　　　　②公営住宅法に定める収入基準に該当する方
　　　　　　　・政令月収 158 千円以下
　　　　　　③市税等の納入が良好な方
●その他→入居時に敷金（家賃２カ月分）と保証人１人が必要です。
●問合せ→市建築課　☎内線２３２５
　　　　　朝日総合支所経済建設課　☎（２８）２１２１

日 曜日 収集地区

３ 月 北光

５ 水 兵村・屯田

６ 木 宮下・にってん

10 月 多寄東地区（国道の東側）

13 木 第 1町内・親栄

17 月 第三・四・５町内

19 水 多寄西地区（国道の西側）

20 木 中央・七星・南親会

24 月 親和・東栄・第９

27 木 あけぼの

7/1 月 上士別 16 線の朝日側

３ 水 創成

４ 木 九十九・桜丘

家庭で眠っている品物は

不 用 品 ダ イ ヤ ル

【ゆずります】

▽卓球台

▽水槽（大）

【ゆずってください】

▽翔雲高男子制服（Mサイズ）

▽大人用自転車

▽ロックミシン

●問合せ→市環境生活課

　　　　　内線 2224

※募集内容は一部変更になる場合があります。

さ
わ
る
な
危
険
！

不

審
物
は
通

報
を

　

４
月
15
日
に
、
米
国
の
ボ
ス
ト
ン
・
マ

ラ
ソ
ン
の
ゴ
ー
ル
付
近
で
、
連
続
爆
破
テ

ロ
に
よ
り
、
多
数
の
死
傷
者
が
発
生
す
る

事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

市
内
で
も
行
楽
期
を
迎
え
、
各
地
で
多

数
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
会

場
内
で
爆
発
物
な
ど
の
不
審
物
を
発
見
し

た
際
は
、
直
ち
に
警
察
署
へ
の
通
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
爆
発
物
な
ど
不
審
物
を
発
見
し
た
場
合
は
、

　

○
さ
わ
る
な

　

○
踏
む
な

　

○
蹴
飛
ば
す
な

　

の
爆
発
物
三
原
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
通
報
先
→
士
別
警
察
署
☎

（23）
０
１
１
０

※つくも団地、多寄団地の建替え事業のため、現入居者の移転先確
保が必要となり、士別地区の公募案件が少ない状況になっています。
　「２カ月に１戸以上」募集できるよう調整していますが、諸事情に
より募集できない場合がありますのでご了承願います。

（もみじ団地）（三望台団地）

団地名 所在地
世帯

条件
建築年
募集階数 間取り 月額家賃

もみじ 朝日町中央 4027　8 棟 31 号 なし H３・１階
２LDK

・58.0 ㎡
12,800 円～

三望台
朝日町中央 4023・4025　

※複数空室が有ります
なし

S52 ～ S56

・１階

３DK

または３LDK
8,300 円～



（21）

遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い

第
２
回
士
別
ビ
ー
ト
ま
つ
り

　

士
別
ビ
ー
ト
ま
つ
り

実
行
委
員
会
で
は
、
国

内
最
北
の
製
糖
所
を
有

す
る
「
砂
糖
の
ま
ち
士
別
」
を
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、
「
第
２
回
士
別
ビ
ー
ト
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
→
６
月
30
日

（日）
午
前
10
時
～
午
後

２
時
※
小
雨
決
行

●
会
場
→
日
本
甜
菜
製
糖

（株）
士
別
製
糖
所

内
特
設
会
場
（
市
内
西
３
条
北
４
丁
目
）

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

▽
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
も
ち
・
菓
子
ま

き
、
ビ
ー
ト
ク
イ
ズ
な
ど
）

▽
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

▽
工
場
見
学
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

▽
ト
ラ
ク
タ
ー
試
乗
体
験

▽
小
さ
な
お
菓
子
の
家
づ
く
り

▽
販
売
（
限
定
ス
イ
ー
ツ
、
地
場
農
産
物

な
ど
）

▽
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

●
問
合
せ
→
市
農
業
振

興
課
☎
内
線
２
３
８
６

つ
く
も
水
郷
公
園

つ
く
も
水
郷
公
園

ボ
ー
ト
・
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
営
業

　

つ
く
も
水
郷
公
園
の
ボ
ー
ト
・
バ
ッ
テ

リ
ー
カ
ー
を
営
業
中
で
す
。
多
く
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
利
用
期
間
→
９
月
29
日

（日）
ま
で
の
土
・

日
・
祝
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

た
だ
し
、
夏
休
み
期
間
中
は
、
毎
日
利

用
可
能
で
す
。

●
利
用
料
金
→
ボ
ー
ト

200
円
～
300
円
、
バ
ッ
テ

リ
ー
カ
ー
100
円

●
問
合
せ
→
市
土
木
管

理
課
☎
内
線
２
３
３
７

借
金
で
悩
ん
で
ま
せ
ん
か

多
重
債
務
・
金
融
一
般
相
談
会

　

北
海
道
財
務
局
で
は
、
借
金
返
済
や
金

融
商
品
な
ど
で
お
悩
み
の
方
の
相
談
を
受

け
、
解
決
方
法
を
提
案
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
当
日

会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
→
６
月
19
日

（水）
午
後
３
時
30
分
～

５
時
ま
で
・
６
月
20
日

（木）
午
前
９
時
～
午

後
５
時
ま
で

※
受
付
は
両
日
と
も
午
後
４
時
ま
で

●
会
場
→
旭
川
地
方
合
同
庁
舎
西
館
１
階

（
旭
川
市
宮
前
通
東
４
１
５
５
番
３
１
）

●
問
合
せ
→
北
海
道
財
務
局
相
談
員
直
通

☎
０
１
１
（
８
０
７
）
５
１
４
４

お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

自

衛

官

等

の

募

集

　

自
衛
官
等
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
一
般
曹
候
補
生
→
18
歳
以
上
27
歳
未
満

（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

●
自
衛
官
候
補
生
→
18
歳
以
上
27
歳
未
満

（
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
）

●
航
空
学
生
→
18
歳
以
上
21
歳
未
満
（
平

成
26
年
４
月
１
日
現
在
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
→
自
衛
隊
旭
川
地
方

協
力
本
部
名
寄
出
張
所
☎
０
１
６
５
４

（
２
）
３
９
２
１
（
受
験
申
込
み
は
、
市
環

境
生
活
課
で
も
対
応
し
ま
す
。
）

※
受
付
期
間
や
受
験
日
は
、
各
区
分
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

６/16（日）
午前 10 時 20 分～午後 3 時

　　　 第 34 回
　　　ふうれん白樺まつり

ふうれん望湖台自然公園特設会場
NPO 法人風連まちづくり観光

☎ 01655-3-2960

７/27（土）

　　　第１回有森裕子
　 なよろひまわりリレーラン

なよろ健康の森陸上競技場
第１回有森裕子なよろひまわり

リレーラン事務局
☎ 01654-2-2218   ６/16（日）

    午前８時～

　　  三頭山山開き登山
幌加内町字雨煙別　三頭山

幌加内町山岳部

☎ 0165-35-2121

　　　　  ６/23（日）
午前９時～登山開始

　　　  ウエンシリ登山会
西興部村ウエンシリ岳
西興部村教育委員会

☎ 0158-87-2501

ビートくん

　

お

詫

び

と

訂

正

　
５
月
１
日
発
行
の
広
報
し
べ
つ
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
５
ペ
ー
ジ
の
誘
致

企
業
連
携
事
業
（
第
２
回
士
別
ビ
ー
ト

ま
つ
り
）
の
予
算
額
は
２
３
０
万
円
で

は
な
く
、
正
し
く
は
１
０
０
万
円
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

近隣の市町村で行われるイベントも紹介します　　　５月下旬
～１０月下旬
午前８時～午後５時

 朱鞠内観光汽船
幌加内町字朱鞠内
朱鞠内観光汽船

   ☎ 0165-38-2158

▲第１回ビートまつり開催の様子 シュガーちゃん

いずれの行事も、 詳細は各連絡先へご確認ください。




